
法
人
税
の
課
税
所
得
計
算
と
企
業
会
計
 
 

－
無
償
譲
渡
等
と
法
人
税
法
二
二
条
二
項
卜
 
 中

 
村
 
利
 
雄
 
 
 

（
和
讃
張
）
 
 
 



三
 
役
務
の
無
償
提
供
等
に
よ
る
収
益
 
 

二
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
 
 

3
 
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
を
め
ぐ
る
諸
問
題
 
 

2
 
親
子
会
社
間
の
無
利
息
融
資
に
関
す
る
判
決
と
そ
の
検
討
 
 

1
 
 
役
務
の
無
償
提
供
等
に
よ
る
収
益
と
そ
の
会
計
処
理
 
 

1
 
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
の
 
 

2
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
 
 

㈲
 
同
族
会
社
等
の
行
為
又
ほ
計
算
の
否
認
規
定
と
の
関
係
 
 

刷
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
と
そ
の
処
分
と
の
関
係
 
 

物
 
資
産
の
低
額
譲
渡
 
 

U
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
の
測
定
尺
度
 
 

㈲
 
税
務
上
の
取
扱
い
 
 

U
 
企
業
会
計
上
の
取
扱
い
 
 

課
税
所
得
の
計
算
構
造
 
 

日
H
 
 

ほ
 
じ
 
め
 
に
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四
 
資
産
の
無
償
譲
受
け
等
に
よ
る
収
益
 
 

2
 
税
務
上
の
取
扱
い
 
 

1
 
企
業
会
計
上
の
取
扱
い
 
 

拗
 
資
産
の
無
償
譲
受
け
等
に
よ
る
収
益
と
公
正
処
理
基
準
と
の
関
係
 
 

Ⅲ
 
資
産
の
無
償
譲
受
け
及
び
債
務
の
免
除
等
に
よ
る
収
益
 
 

拗
 
役
務
の
無
償
受
入
れ
に
よ
る
収
益
 
 

㈱
 
無
償
取
得
資
産
の
貸
借
対
照
表
価
額
 
 

㈲
 
資
本
取
引
の
範
囲
の
差
異
に
関
す
る
商
法
と
企
業
会
計
と
の
調
整
 
 

出
 
資
本
剰
余
金
と
資
本
積
立
金
、
資
未
準
備
金
と
の
差
異
 
 

㈱
 
検
 
討
 
 

拗
 
判
決
要
旨
 
 

Ⅲ
 
事
案
の
概
要
 
 

む
 
す
 
び
 
 

七   
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は
 
じ
1
 
め
 
に
 
 
 

法
人
税
の
課
税
標
準
の
一
つ
．
で
あ
る
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
（
以
下
「
課
税
所
得
」
と
い
う
。
）
は
、
企
業
会
計
に
よ
り
計
算
さ
れ
 
 

株
主
総
会
の
霊
等
を
経
て
確
定
し
た
決
算
に
お
け
る
当
期
純
利
益
又
は
当
期
純
損
失
（
以
下
「
企
業
利
益
」
と
い
う
。
）
を
基
礎
と
し
、
 
 

こ
れ
に
法
人
税
に
関
す
る
落
命
の
「
別
段
の
定
め
」
に
ょ
る
一
定
の
調
整
を
加
え
て
誘
導
的
に
算
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

法
人
税
法
は
、
課
税
所
得
の
計
算
原
理
な
い
し
計
算
方
法
を
税
法
だ
け
で
完
結
的
、
網
羅
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
む
し
ろ
、
そ
 
 

の
相
当
部
分
は
適
正
度
企
業
会
瓢
の
慣
行
に
委
ね
て
い
る
。
す
な
わ
セ
課
税
所
得
は
、
商
法
や
公
正
妥
当
な
企
業
会
計
の
慣
行
に
よ
っ
て
 
 

計
算
さ
れ
た
企
業
利
益
を
基
礎
と
し
、
′
こ
れ
に
法
人
税
法
関
係
法
令
の
「
別
段
の
定
め
」
に
ょ
る
基
金
額
を
加
算
又
は
減
算
し
て
誘
導
的
 
 

に
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
▼
法
人
税
関
係
法
令
の
個
別
規
定
は
、
課
税
所
得
の
計
算
に
閲
し
必
要
な
事
項
の
す
べ
て
を
完
結
的
、
・
自
 
 

足
的
に
規
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
却
っ
て
明
文
の
規
定
に
よ
る
定
め
の
な
い
も
の
が
多
く
、
税
法
に
規
定
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
白
地
 
 

部
分
は
、
野
人
の
経
理
が
適
正
な
企
業
会
計
の
慣
行
に
従
っ
て
お
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
課
税
所
得
の
計
算
に
受
け
入
れ
ら
れ
ケ
」
と
と
な
る
の
 
 
 

（
注
2
）
 
 

（
注
1
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
で
あ
る
。
従
っ
て
二
碧
湯
麺
彗
・
個
別
的
に
は
企
業
利
益
と
」
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
種
々
の
原
因
に
よ
り
、
企
業
利
益
と
な
る
が
 
 

課
税
所
得
と
な
ら
な
い
も
の
と
、
課
税
所
得
と
な
る
が
企
業
利
益
と
な
ら
な
い
も
の
と
が
存
在
し
、
両
者
が
完
全
竺
致
す
る
こ
と
は
稀
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

本
稿
ほ
、
課
税
所
得
の
計
算
上
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
の
額
の
範
囲
な
か
ん
づ
く
企
業
会
計
と
の
間
に
思
考
の
差
異
が
あ
る
無
償
 
 

に
よ
る
資
産
の
詠
渡
文
は
役
務
の
提
供
及
び
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
に
よ
る
収
益
に
つ
・
い
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
無
償
に
よ
る
役
務
 
 

一
七
三
 
 
 



一
七
四
 
 

の
由
供
の
一
形
態
で
あ
る
親
子
会
社
間
打
無
利
息
融
資
に
関
す
る
判
阻
に
つ
い
て
寄
付
金
の
取
扱
い
と
も
関
連
し
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
 
 

（
荘
1
）
 
課
税
所
得
の
計
算
に
関
す
る
通
則
的
規
定
で
あ
る
法
人
税
法
第
二
十
二
条
ほ
、
そ
の
第
四
項
に
お
い
て
、
課
税
所
得
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
 
 

各
事
業
年
度
の
収
益
の
額
及
び
費
用
の
額
は
、
按
人
が
継
続
し
て
適
用
す
る
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
に
従
っ
て
 
 

計
算
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
確
認
的
に
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
課
税
所
得
計
算
に
お
け
る
会
計
慣
行
の
尊
重
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
 
 

課
税
所
得
と
企
業
利
益
と
は
、
「
別
段
の
定
め
」
の
あ
る
も
の
を
除
い
て
は
、
原
則
と
し
て
一
致
す
べ
き
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 
 
 

（
注
2
′
）
 
企
業
利
益
と
課
税
所
得
と
に
差
異
を
生
ず
る
原
因
に
つ
い
て
ほ
、
中
村
利
雄
著
「
法
人
税
法
要
諭
」
 
（
昭
和
五
十
二
年
版
）
二
三
－
二
七
貢
 
 

参
照
。
 

な
お
、
昭
和
二
十
七
年
六
月
十
六
日
付
「
税
法
と
企
業
会
計
原
則
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
」
で
は
、
企
業
利
益
と
課
税
所
得
の
間
に
お
 
 

け
る
差
異
の
諸
原
因
を
次
の
六
つ
に
要
約
し
て
い
る
。
 
 

‖
 
企
業
の
損
益
計
算
虹
お
い
て
は
、
当
然
総
収
益
を
構
成
す
る
要
素
た
る
あ
る
種
の
所
得
項
目
が
、
租
税
政
策
上
の
理
由
で
課
税
を
免
ぜ
ら
 
 

れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
 
 

㈲
 
企
業
の
損
益
計
算
に
お
い
て
は
、
総
収
益
を
構
成
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
所
得
と
し
て
計
上
さ
れ
な
い
あ
る
種
の
項
目
が
、
税
法
上
課
税
の
 
 

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
 
 

タ
イ
ミ
ソ
〆
 
 

囲
 
収
益
の
年
度
所
属
に
関
す
る
判
断
に
つ
い
て
、
企
業
目
的
の
た
め
の
会
計
と
租
税
目
的
の
た
め
の
計
算
と
の
間
に
差
異
の
生
ず
る
場
合
が
 
 

あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
企
業
の
損
益
計
算
上
あ
る
会
計
期
間
に
合
理
的
に
配
分
さ
れ
た
収
益
項
目
、
ま
た
次
の
会
計
期
間
に
繰
延
べ
ら
れ
た
 
 

収
益
項
目
匠
関
し
て
、
税
法
上
こ
れ
と
異
な
る
年
度
所
属
の
解
釈
が
成
立
す
る
場
合
で
あ
る
。
 
 

囲
 
企
業
目
的
上
総
収
益
に
負
担
せ
し
め
る
べ
き
費
用
項
目
を
、
租
税
目
的
上
総
収
益
か
ら
控
除
す
る
こ
と
を
否
認
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
 
 

㈲
 
企
業
目
的
上
費
用
を
構
成
し
な
い
あ
る
種
の
項
目
を
、
租
税
目
的
上
総
収
益
か
ら
控
除
す
る
こ
と
を
是
認
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
 
 

脚
 
費
用
負
担
の
年
度
所
属
の
解
釈
に
つ
い
て
、
企
業
目
的
の
た
め
の
会
計
と
租
税
目
的
の
た
め
の
計
算
と
の
間
に
差
異
の
生
ず
る
場
合
が
あ
 
 

る
こ
と
。
 
 
 



一
課
税
所
得
の
計
算
構
造
 
 

法
人
税
法
に
は
課
税
所
得
の
意
義
に
つ
い
て
の
定
義
的
規
定
は
な
く
、
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
方
法
と
し
て
、
「
当
該
事
業
 
 

年
度
の
益
金
の
額
か
ら
当
該
事
業
年
度
の
損
金
の
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
法
人
税
法
二
二
条
一
項
）
。
そ
し
 
 

て
、
課
税
所
得
の
計
算
規
定
と
し
て
は
、
当
該
事
業
年
度
の
益
金
の
額
及
び
損
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
の
額
及
び
損
費
の
額
を
定
め
た
 
 

「
基
本
規
定
」
 
（
同
条
二
項
、
三
項
）
と
こ
れ
に
対
す
る
特
則
を
定
め
た
「
別
段
の
定
め
」
 
（
法
人
税
法
二
三
条
～
六
四
条
）
と
が
あ
り
、
 
 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
「
補
充
規
定
」
と
し
て
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
（
以
下
「
公
正
処
理
基
準
」
と
い
う
。
）
 
 

の
定
め
（
同
法
二
二
条
四
項
）
が
あ
る
。
 
 

（
注
l
）
 
 
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
益
金
の
額
」
及
び
「
損
金
の
額
」
と
い
う
用
語
は
税
法
個
有
の
概
念
で
あ
る
が
、
益
金
及
び
損
金
の
意
義
に
つ
い
 
 

（
注
2
）
 
 

て
は
明
文
の
規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
益
金
の
額
に
ほ
収
益
の
額
を
、
損
金
の
額
に
は
損
費
の
額
を
算
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
課
 
 

税
所
得
の
計
算
と
し
て
は
、
こ
れ
で
支
障
は
な
い
。
 
 
 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
課
税
所
得
は
、
企
業
会
計
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
企
業
利
益
を
離
れ
て
別
個
に
存
在
す
る
の
で
は
な
く
、
企
業
利
益
 
 

を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に
課
税
目
的
上
の
修
正
を
加
え
て
誘
導
的
に
計
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
課
税
所
得
計
算
上
の
益
金
の
額
 
 

及
び
損
金
の
額
の
中
味
は
、
原
則
と
し
て
企
業
会
計
に
よ
っ
て
確
定
し
た
収
益
の
額
及
び
損
費
の
額
に
よ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
課
税
所
得
は
、
公
正
妥
当
な
企
業
会
計
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
企
業
利
益
を
基
礎
と
し
て
、
こ
れ
に
税
法
特
有
の
規
定
 
 

（
別
段
の
定
め
）
を
適
用
し
て
計
算
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
課
税
所
得
の
概
念
も
企
業
利
益
か
ら
誘
導
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
 
 

一
七
五
 
 
 



告
宣
、
課
税
所
得
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
各
事
業
年
度
の
益
金
の
額
・
損
金
の
額
の
計
算
方
式
に
つ
い
て
見
る
と
1
法
人
税
法
は
次
の
 
 

よ
か
に
敷
定
し
で
い
る
。
 

凹
姦
税
所
得
の
計
算
上
当
該
事
業
年
度
の
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
資
産
の
販
売
、
有
償
 
 
 

又
は
顛
債
に
ご
る
資
産
の
譲
渡
又
は
役
務
の
提
供
、
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
そ
の
他
の
取
引
で
資
本
等
取
引
以
外
の
も
の
に
掛
る
当
 
 
 

該
事
業
年
度
の
収
益
の
額
と
す
る
（
法
人
税
準
一
二
条
二
項
）
。
 
 

拗
∴
課
配
所
得
の
計
算
上
当
該
事
業
年
度
の
損
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
次
に
掲
げ
る
額
と
す
 
 
 

る
・
（
同
三
項
）
。
 
 
 

◎
 
当
該
事
業
年
度
の
収
益
に
係
る
売
上
原
価
、
完
成
工
事
原
価
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
原
価
の
額
 
 

②
．
①
鱒
掲
げ
る
も
の
の
は
か
、
当
該
事
業
年
度
の
販
売
費
、
一
般
管
理
費
そ
の
他
の
費
用
（
償
却
費
以
外
の
費
用
で
当
該
事
業
年
度
終
 
 
 

了
の
白
ま
で
に
債
務
の
確
定
し
な
い
も
の
を
除
く
。
）
の
額
 
 
 

③
 
当
該
事
業
年
度
の
損
失
の
額
で
資
本
等
取
引
以
外
の
取
引
に
係
る
も
の
 
 

拗
 
り
の
収
益
の
額
及
び
㈲
の
原
価
・
費
用
・
損
失
の
額
は
、
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
に
従
っ
て
計
算
さ
れ
る
 
 
 

む
の
と
す
る
人
同
四
項
）
。
 
 

㈲
 
侶
及
び
㈱
の
資
本
等
取
引
と
は
、
法
人
の
資
本
等
の
金
額
の
増
加
又
は
減
少
を
生
ず
る
取
引
及
び
法
人
が
行
う
利
益
又
は
剰
余
金
の
分
 
 

（
注
3
）
 
 
 

配
（
い
わ
ゆ
る
中
間
配
当
を
含
む
。
）
を
い
う
（
同
五
項
）
。
 
 
 

右
の
課
税
所
得
の
計
算
に
関
す
る
通
則
的
規
定
の
う
ち
㈱
の
公
正
処
理
基
準
に
関
す
る
規
定
は
、
昭
和
四
十
二
年
の
税
法
改
正
の
際
に
設
 
 
 

と
が
で
き
よ
う
。
 
 



（
注
4
）
 
 

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
石
が
‖
ご
〕
■
れ
は
、
従
来
の
解
釈
、
取
扱
い
を
明
文
を
も
っ
て
礁
認
軋
に
貌
定
し
だ
も
の
乾
す
ぎ
な
い
．
と
考
え
ら
れ
、
（
じ
訓
 
 

示
的
規
定
と
解
さ
れ
る
。
－
す
な
わ
ち
、
法
人
税
法
は
、
課
税
所
得
の
計
算
原
理
な
い
し
計
算
方
法
を
税
法
独
眉
で
眉
足
的
、
義
徳
駒
に
瀕
定
 
 

せ
ず
、
そ
の
相
当
部
分
を
企
業
会
計
に
依
存
し
て
い
る
以
上
、
特
段
の
規
定
が
な
く
て
も
、
課
税
所
得
の
計
算
に
際
し
て
は
継
続
企
漂
の
期
 
 

間
損
益
の
合
理
的
な
計
算
方
法
で
あ
る
企
業
会
計
上
の
公
正
妥
当
な
会
計
処
理
の
基
準
が
用
い
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
か
ら
で
 
 

あ
る
。
し
か
し
、
課
税
所
得
は
、
法
人
の
担
税
力
の
把
握
を
目
的
と
す
る
の
に
対
し
、
企
業
利
益
ほ
企
業
活
動
の
成
果
（
正
磯
な
期
間
損
益
）
 
 

の
表
示
を
目
的
と
す
 

要
で
ぁ
る
と
上
も
に
、
租
税
負
担
公
平
の
原
則
か
ら
画
一
性
の
要
求
が
あ
り
、
ま
た
、
重
要
性
の
原
則
及
び
保
守
主
義
の
原
則
の
適
用
が
大
 
 

幅
に
制
限
さ
れ
る
の
に
対
し
、
企
業
会
計
上
の
処
理
基
準
は
会
計
実
務
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
慣
行
を
要
約
し
た
基
本
的
な
基
準
で
あ
る
か
 
 

ら
、
す
べ
て
に
ね
た
っ
セ
明
確
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
細
部
に
つ
い
て
は
各
企
業
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
を
も
の
も
少
な
ぐ
な
い
と
七
釘
 
 

に
、
そ
の
適
用
に
当
 

業
会
計
上
の
処
理
基
準
に
依
存
す
る
わ
け
匿
は
い
か
な
い
。
こ
こ
に
税
法
独
自
の
規
制
が
加
え
ら
れ
る
べ
き
分
野
が
存
在
す
る
の
で
あ
ゃ
1
 
 

そ
の
主
た
る
も
の
が
．
「
別
段
の
定
め
」
で
あ
る
。
 
 
 

こ
こ
で
い
シ
公
正
処
理
塵
準
す
な
わ
ち
、
「
一
般
に
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
翠
の
基
準
」
と
は
、
客
観
的
庵
規
範
睦
を
有
す
る
 
 

公
正
、
か
つ
十
虜
当
と
周
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
と
い
う
意
味
セ
あ
り
、
明
文
の
基
準
が
あ
る
こ
と
を
予
定
し
て
一
い
る
お
け
で
は
な
い
。
 
 

も
ち
ち
ん
ヽ
こ
．
の
基
準
は
、
企
業
会
計
審
議
会
の
「
企
業
会
計
原
則
」
の
み
を
意
味
す
る
も
町
で
は
な
い
。
し
か
し
（
各
種
．
患
見
害
を
含
め
 
 

長
↓
企
業
会
計
原
則
」
‥
は
、
．
公
正
処
痙
基
準
の
有
力
な
資
料
と
な
を
こ
と
は
ぃ
う
ま
で
も
な
い
。
 
 

r
J
 
〔
「
な
お
予
公
正
処
理
基
準
に
関
す
る
規
定
は
、
・
基
本
規
定
（
法
人
税
琴
三
条
二
項
及
び
三
項
）
、
q
か
ち
乱
務
上
の
特
別
の
定
め
を
し
た
も
 
 

一
七
七
 
 
 



一
七
八
 
 

の
及
び
「
別
段
の
虚
空
に
は
適
用
が
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
準
拠
規
定
は
、
基
本
敗
走
及
び
「
別
段
の
定
め
」
に
よ
り
税
法
独
自
の
規
制
 
 

が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
い
わ
ゆ
る
白
地
部
分
を
埋
め
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ば
補
充
規
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 

（
注
1
）
 
益
金
の
額
及
び
損
金
の
額
は
、
比
喩
的
に
い
え
ば
、
個
別
の
取
引
に
基
づ
い
て
生
ず
る
収
琴
費
用
を
包
含
す
る
た
め
の
容
器
で
あ
る
と
い
 
 

ぅ
こ
と
が
で
き
、
こ
の
益
金
の
額
と
い
う
容
器
に
入
れ
る
も
の
は
収
益
の
額
で
あ
り
、
そ
れ
は
商
品
の
売
上
高
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
た
る
収
入
 
 

高
、
配
当
、
利
子
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
沼
田
嘉
穂
等
共
編
「
会
社
税
務
釈
義
二
、
四
二
八
貫
、
武
田
昌
輔
著
「
新
版
税
務
会
計
通
 
 

論
」
四
七
、
四
八
貢
）
。
 
 
 

（
注
2
）
 
昭
和
四
十
年
蔭
律
第
三
十
四
号
に
よ
る
全
文
改
正
前
の
旧
法
人
税
法
第
九
条
に
お
い
て
は
、
「
内
国
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
は
、
各
事
 
 

業
年
度
の
総
益
金
か
ら
総
損
金
を
控
除
し
た
金
額
に
よ
る
。
」
旨
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
同
年
の
改
正
に
よ
り
、
総
益
金
は
「
当
該
事
業
年
度
 
 

の
益
金
の
額
」
と
、
総
損
金
は
「
当
該
事
業
年
度
の
損
金
の
額
」
と
改
め
ら
れ
、
規
定
の
明
確
化
が
図
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
 
 

改
正
前
の
故
人
税
法
に
お
け
る
総
益
金
・
給
損
金
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
資
本
の
払
込
み
・
払
戻
し
及
び
利
益
の
処
分
以
外
に
お
い
て
純
資
産
 
 

の
増
減
の
原
因
と
な
る
べ
き
二
切
の
事
実
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
て
い
た
（
旧
法
人
税
基
本
通
達
五
一
・
五
二
）
が
、
改
正
法
で
も
か
よ
う
な
 
 

定
義
規
定
は
設
け
ず
に
、
益
金
の
額
及
び
損
金
の
額
に
琴
人
す
べ
き
も
の
を
例
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
 
 
 

（
注
3
）
 
「
資
本
等
の
金
額
」
と
ほ
、
資
本
の
金
額
又
ほ
出
資
金
額
と
資
本
積
立
金
額
と
の
合
計
額
を
い
い
（
法
人
税
法
二
条
一
六
号
）
、
「
資
本
箭
立
 
 

金
額
」
と
ほ
、
次
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
法
人
が
留
保
し
て
い
る
金
衝
の
合
計
額
を
い
う
（
同
条
一
七
号
）
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

①
 
額
面
超
過
金
、
②
 
払
込
剰
余
金
、
③
 
協
同
組
合
等
の
加
入
金
、
④
 
減
資
差
益
金
、
⑤
諒
評
価
積
立
金
（
資
本
準
備
金
に
組
み
入
 
 

れ
た
金
額
を
含
む
。
）
、
⑥
 
合
併
差
益
金
の
う
ち
被
合
併
法
人
の
資
本
贋
立
金
額
及
び
合
併
減
資
益
金
か
ら
成
る
部
分
の
金
額
、
⑦
 
持
分
の
 
 

定
め
の
な
い
医
療
法
人
の
設
立
時
に
お
け
る
受
贈
資
産
 
 

な
お
、
税
法
上
の
「
資
本
等
取
引
」
に
は
、
資
本
等
の
金
額
の
増
減
の
は
か
に
法
人
が
行
う
利
益
又
は
剰
余
金
の
分
配
も
含
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

法
人
の
行
な
う
利
益
又
は
剰
余
金
の
分
配
は
、
い
わ
ゆ
る
資
本
取
引
で
ほ
な
い
が
、
損
益
取
引
に
は
関
係
が
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
税
法
 
 

上
は
資
本
等
取
引
に
含
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
注
4
）
 
昭
和
四
」
二
年
十
二
月
二
十
六
日
付
税
制
調
査
会
の
「
税
制
簡
素
化
に
つ
い
て
の
第
一
次
答
申
」
で
は
、
「
課
税
所
得
計
算
の
弾
力
化
」
め
 
 
 



1
 
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
の
額
 
 

前
述
の
と
お
り
、
課
税
所
得
の
金
額
の
計
算
上
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
庵
の
を
除
き
、
資
本
等
取
引
以
 
 

外
の
一
切
の
取
引
に
ょ
る
収
益
の
額
で
あ
り
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
で
は
資
本
等
取
引
以
外
の
取
引
（
損
益
取
引
）
の
例
示
と
し
 
 

て
次
の
も
の
を
掲
げ
て
い
る
。
 
 
 

①
 
資
産
の
販
売
 
 
 

②
 
有
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
 
 

一
七
九
 
 
 

二
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
 
 

一
と
し
て
、
次
の
と
と
お
り
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

「
課
税
所
得
は
、
本
来
、
税
法
、
通
達
と
い
う
一
連
の
別
個
の
体
系
の
み
に
ょ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
税
乾
以
前
の
概
念
や
原
 
 

理
を
前
提
と
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
絶
え
ず
流
動
す
る
社
会
経
済
事
象
を
反
映
す
る
課
税
所
得
に
つ
い
て
は
、
税
法
独
自
の
規
制
 
 

の
加
え
ら
れ
る
べ
き
分
野
が
存
在
す
る
こ
と
も
当
然
で
あ
る
が
、
税
法
に
お
い
て
完
結
的
に
こ
れ
を
規
制
す
る
よ
り
も
、
適
切
に
運
用
さ
れ
て
 
 

い
る
会
計
慣
行
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
の
方
が
よ
り
適
当
と
思
わ
れ
る
部
分
が
相
当
多
い
。
こ
の
よ
う
な
観
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
税
法
に
お
 
 

い
て
は
課
税
所
得
ほ
、
納
税
者
た
る
企
業
が
継
続
し
て
適
用
す
る
健
全
な
会
計
慣
行
に
よ
っ
て
計
算
す
る
旨
の
基
本
規
定
を
設
け
る
と
と
も
に
、
 
 

税
法
に
お
い
て
は
、
企
業
会
計
に
関
す
る
計
算
原
理
規
定
ほ
除
外
し
て
、
必
要
最
小
限
度
の
税
法
独
自
の
計
算
原
理
を
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
 
 

で
あ
る
。
」
 
 



一
入
〇
 
 
 

偲
 
嚢
償
瓜
よ
る
資
産
の
譲
渡
 
 
 

④
 
有
償
隠
士
 

⑤
∴
無
償
に
よ
る
役
務
の
提
供
 
 

⑫
義
旗
に
よ
蓬
資
産
の
嶺
度
ゆ
 

ま
ず
∵
①
の
資
雇
の
腰
倭
で
・
遜
る
．
が
．
、
．
七
・
丸
．
祀
」
破
約
に
ほ
腐
晶
」
製
品
等
の
た
セ
卸
贋
産
の
版
売
窒
息
昧
す
る
∵
七
か
し
、
鹿
渡
上
条
 
 

な
卸
資
産
と
い
う
場
合
に
は
税
法
偲
自
の
定
義
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
有
価
証
券
は
た
な
卸
資
産
か
ら
除
か
れ
て
い
る
（
法
人
税
法
二
条
二
 
 

（
注
1
）
 
 

一
号
）
の
セ
、
た
な
卸
を
す
べ
き
有
価
証
券
を
含
め
る
た
め
に
、
「
資
産
の
販
売
」
と
表
現
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
土
地
、
建
 
 

一
 
 

物
等
の
た
な
卸
資
産
以
外
の
固
定
資
産
の
売
却
は
、
②
の
資
産
の
譲
渡
に
該
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
文
言
上
は
「
資
産
の
販
売
」
も
「
資
産
 
 

の
譲
渡
」
に
含
ま
れ
．
阜
で
、
あ
ろ
う
が
、
 

こ
の
よ
う
に
、
税
洛
上
益
金
の
額
に
乱
入
す
べ
漕
収
益
の
額
償
バ
資
産
の
販
売
濫
や
っ
て
は
売
上
高
、
資
産
の
譲
渡
に
あ
っ
て
は
儀
腰
代
 

を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
両
者
を
区
分
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

次
に
、
②
～
⑤
の
有
償
又
ほ
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
は
役
務
の
提
供
を
特
に
例
示
し
て
い
る
が
、
有
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
の
場
合
 
 

に
は
、
そ
の
譲
渡
代
金
咋
会
計
用
語
と
し
て
は
一
般
に
収
益
と
は
い
わ
れ
な
い
と
い
う
懸
念
も
あ
る
の
で
、
特
に
掲
げ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
 
 

ニ
 
 

（
注
2
）
 
 

い
る
。
す
な
あ
ち
、
企
業
会
計
匿
お
い
．
て
ほ
当
期
業
続
主
義
め
立
場
か
ち
固
定
贋
産
の
譲
渡
の
場
合
濫
甚
、
㌧
周
定
資
産
売
却
益
」
又
ほ
 

（
注
3
）
 
 

「
固
定
資
産
売
却
損
」
と
し
て
差
敬
を
も
っ
せ
表
示
す
る
こ
ー
と
と
し
て
い
る
が
、
税
法
に
お
い
て
は
①
の
資
産
の
販
売
の
場
合
と
区
別
す
草
 
 

必
要
が
な
い
の
で
、
そ
の
譲
渡
代
金
を
収
益
オ
額
モ
て
益
金
の
額
鞋
算
入
す
る
こ
と
と
し
た
鳶
と
ヤ
告
う
l
れ
 
 

金
、
役
務
の
鹿
鮮
紅
挙
っ
て
は
役
務
収
入
辛
い
う
ま
う
に
グ
ロ
ス
の
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
概
し
て
収
入
金
額
に
一
致
す
る
。
た
だ
、
単
に
 
 
 



収
入
金
額
と
い
う
場
合
に
は
、
評
価
益
や
債
務
廃
除
益
等
は
一
「
収
入
」
と
ほ
い
え
な
い
と
こ
ろ
か
ち
、
こ
の
よ
う
鬼
利
益
も
包
含
す
重
恩
味
 
 

（
温
4
）
 
 

≠
「
収
益
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
こ
れ
ち
の
取
引
は
損
益
取
引
の
例
示
で
あ
る
か
ち
∵
右
の
評
価
益
、
債
務
免
除
益
の
は
か
、
交
換
」
代
物
弁
済
、
一
国
庫
補
助
金
及
 
 

び
工
事
負
担
金
収
入
等
滝
す
べ
て
益
金
の
額
妃
算
入
さ
．
れ
る
．
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
例
示
項
月
の
う
ち
、
①
資
産
の
販
売
及
び
②
七
④
の
有
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
は
役
務
の
捷
供
に
一
っ
い
て
は
、
そ
 
 

の
収
益
の
帰
属
年
度
及
び
▼
髄
額
ふ
純
額
か
の
問
題
を
除
け
ば
、
企
業
会
計
と
特
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
単
な
る
例
 
 

示
と
解
さ
れ
る
が
、
③
と
⑤
の
無
償
に
■
よ
る
資
雇
の
譲
渡
又
は
役
務
の
提
供
及
び
⑥
の
無
償
に
よ
る
贋
産
の
譲
受
け
に
．
つ
い
て
ほ
、
企
業
会
 
 

特
別
利
益
又
は
特
別
濃
紫
）
．
せ
し
て
表
示
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
固
定
資
産
の
譲
渡
代
金
を
収
益
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
 
 

計
と
の
間
笹
差
異
が
あ
る
か
ぜ
ぅ
か
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
怒
ら
ず
、
も
し
差
異
が
あ
る
上
す
れ
ば
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
当
該
 
 

部
分
は
税
務
上
の
特
別
の
定
め
や
七
て
い
る
こ
と
に
な
り
∵
企
業
会
計
上
鴇
周
一
と
す
れ
ぼ
同
項
の
当
該
部
分
は
確
認
的
規
定
と
い
う
ヱ
七
 
 

に
な
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
以
下
こ
の
点
濫
つ
き
検
討
す
る
て
上
と
す
る
が
、
本
項
で
ほ
ま
ず
無
償
に
ュ
る
資
産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
考
察
し
、
無
償
に
よ
 
 

る
役
務
の
提
供
及
び
無
償
に
ょ
る
資
産
の
譲
受
け
に
つ
い
て
ほ
項
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
注
1
）
 
書
国
二
郎
、
武
甲
昌
輔
著
「
法
人
税
準
（
理
論
篇
）
」
一
六
七
盲
∵
1
 
 
 

（
注
ヱ
 
税
務
弘
報
三
巻
六
号
「
改
正
税
法
詳
解
」
、
吉
牟
田
熟
「
法
人
税
関
係
（
所
得
計
算
関
係
の
改
正
）
」
八
八
四
貢
 
 
 

（
荘
3
）
 
企
業
会
計
に
お
い
て
は
、
固
定
資
産
の
売
却
損
益
は
イ
ン
フ
レ
利
得
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
一
時
に
発
生
し
た
臨
時
損
益
で
あ
る
こ
と
及
び
 
 

減
価
償
却
資
産
町
場
合
は
既
往
年
度
の
減
価
償
却
費
の
過
不
足
に
対
す
る
修
正
項
目
た
る
性
格
を
有
す
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
れ
を
剰
余
金
計
算
 
 

書
の
繰
越
利
益
剰
余
金
の
増
加
高
又
は
減
少
高
（
昭
和
四
九
年
八
月
の
企
業
会
計
原
則
の
修
正
後
は
、
損
益
計
算
書
の
純
損
益
計
算
の
区
分
の
 
 

一
入
一
 
 
 



一
入
二
 
 

（
注
4
）
 
青
国
、
武
田
前
掲
喜
一
六
七
モ
一
六
八
頁
 
 

2
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
 
 

Ⅲ
 
企
業
会
計
上
の
取
扱
い
 
 
 

企
業
会
計
に
お
い
て
は
、
無
償
取
得
資
産
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
適
正
時
価
等
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
 
 

資
産
の
無
償
譲
渡
又
は
低
廉
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
そ
の
資
産
の
適
正
時
価
等
に
よ
る
経
理
の
当
否
は
未
だ
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
「
企
業
利
益
と
課
税
所
得
と
の
差
異
及
び
調
整
に
つ
い
て
」
 
（
昭
和
四
一
年
五
月
二
六
日
、
日
本
会
計
研
究
学
会
税
務
会
計
 
 

特
別
委
員
会
）
に
お
い
て
ほ
、
「
企
業
会
計
で
は
、
無
償
取
得
資
産
（
低
廉
譲
渡
を
受
け
た
資
産
を
含
む
。
）
を
適
正
時
価
等
で
計
上
す
る
こ
 
 

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
無
償
譲
渡
を
し
た
場
合
に
資
産
の
適
正
時
価
を
も
っ
て
収
益
を
計
上
す
る
経
理
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
 
 

資
産
を
無
償
譲
渡
し
た
場
合
に
収
益
が
生
ず
る
と
す
る
法
人
税
法
の
考
え
方
を
企
業
会
計
上
採
用
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
ほ
、
収
益
の
本
 
 

質
を
い
か
に
理
解
す
る
か
の
根
本
問
題
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
ら
 
 

れ
て
い
る
（
各
論
Ⅱ
、
一
、
㈹
）
。
 
 
 

ま
た
、
「
税
法
と
企
業
会
計
と
の
調
整
に
関
す
る
意
見
書
」
 
（
昭
和
四
一
年
一
〇
月
一
七
日
、
企
業
会
計
審
議
会
中
間
報
告
）
′
に
お
い
て
 
 

も
、
「
資
産
を
無
償
譲
渡
又
は
低
廉
譲
渡
し
た
場
合
に
、
当
該
資
産
の
適
正
時
価
を
導
入
し
て
収
益
を
計
上
す
る
こ
と
の
当
否
に
つ
い
て
は
、
 
 

企
業
会
計
原
則
上
ま
だ
何
ら
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
総
論
 
 

三
、
の
）
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
無
償
取
得
資
産
の
場
合
に
は
、
こ
れ
を
適
正
時
価
等
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
無
償
譲
渡
又
ほ
低
廉
 
 
 



譲
渡
の
場
合
に
は
、
そ
の
資
産
の
適
正
時
価
に
ょ
り
収
益
を
計
上
す
る
経
理
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
資
産
 
 

の
無
償
取
得
の
場
合
に
は
、
そ
の
受
入
資
産
の
取
得
価
額
は
、
じ
彼
の
減
価
償
却
費
、
売
上
原
価
、
譲
渡
原
価
等
の
計
算
▼
の
基
礎
と
な
り
、
 
 

従
っ
て
、
じ
後
の
損
益
計
算
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
の
で
、
適
正
時
価
に
よ
り
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
に
対
し
、
資
産
の
 
 

無
償
譲
渡
又
は
低
廉
譲
渡
の
場
合
に
は
、
か
り
に
適
正
時
価
に
よ
り
収
益
を
認
識
し
計
上
し
た
と
し
て
も
、
他
方
同
金
額
の
損
費
が
計
上
さ
 
 

れ
る
こ
と
と
な
り
、
純
損
益
に
与
え
る
影
響
が
同
一
と
な
る
こ
と
か
ら
、
前
述
の
固
定
資
産
の
譲
渡
損
益
の
純
額
経
理
と
同
様
、
こ
の
両
建
 
 

経
理
を
省
略
し
て
、
単
に
当
該
無
償
譲
渡
等
し
た
資
産
の
除
却
に
関
す
る
経
理
（
帳
簿
価
額
の
損
費
算
入
）
を
行
え
ば
足
り
る
も
の
と
し
て
、
 
 

こ
と
さ
ら
適
正
時
価
に
よ
る
収
益
計
上
の
当
否
の
検
討
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
役
員
に
対
す
る
退
職
金
と
し
て
、
帳
簿
価
額
三
〇
〇
万
円
、
時
価
一
、
0
0
0
万
円
の
土
地
を
交
付
し
た
と
す
れ
ば
、
純
額
経
 
 

理
法
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
 

こ
の
仕
訳
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
退
職
金
と
し
て
交
付
し
た
土
地
二
〇
〇
〇
万
円
を
譲
渡
収
益
と
し
て
認
識
し
た
う
え
、
同
額
を
役
 
 

員
退
職
金
と
し
て
損
費
に
計
上
す
る
と
と
も
に
、
当
該
土
地
の
帳
縛
価
額
を
譲
渡
原
価
（
又
は
除
却
換
）
と
し
て
損
費
に
計
上
し
た
こ
と
を
 
 

示
す
。
す
な
わ
ち
、
交
付
資
産
の
時
価
に
よ
り
収
益
を
認
識
し
計
上
す
る
場
合
の
経
理
（
総
額
経
理
法
）
は
次
の
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
、
企
 
 

業
会
計
に
お
い
て
は
固
定
資
産
の
有
償
譲
渡
の
場
合
に
は
、
前
述
の
と
お
り
、
譲
渡
代
金
を
収
益
と
し
譲
渡
原
価
を
費
用
と
し
て
両
建
経
理
 
 

す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
両
者
を
相
殺
し
た
残
額
を
固
定
資
産
売
却
損
益
と
し
て
純
額
に
よ
り
経
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
 
 

い
、
譲
渡
収
入
二
〇
〇
〇
万
円
と
譲
渡
原
価
三
〇
〇
万
円
と
を
相
殺
し
て
残
額
七
〇
〇
万
円
を
譲
渡
益
と
し
て
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 

一
入
三
 
 
 

（
轟
）
 
薄
如
崗
轟
紗
－
）
0
0
0
瑚
コ
 
 

（
ヱ
紺
薄
…
 
 

∽
○
只
q
コ
 
 

べ
0
0
軸
コ
 
 



従
「
て
、
こ
れ
を
更
に
簡
略
化
し
、
譲
渡
収
入
二
〇
〇
〇
万
円
と
役
員
退
職
金
一
、
0
0
0
万
円
と
を
相
殺
し
て
、
次
の
よ
う
に
、
単
 
 

に
交
付
し
た
土
地
の
除
却
に
関
す
る
経
理
を
行
っ
セ
も
純
損
益
は
同
一
と
な
る
。
 
 

（
轟
）
 
薄
知
置
爵
紗
（
罪
淋
毒
）
 
∽
0
0
瑚
甲
 

（
撼
）
 
什
 
 

甚
 
∽
≡
溺
コ
 
 
 

ヱ
の
ま
ぅ
な
こ
と
か
ら
、
企
業
会
計
で
は
、
資
産
の
無
償
譲
渡
又
は
低
廉
譲
渡
の
場
合
に
お
け
る
譲
渡
資
産
の
適
正
時
価
に
ょ
る
収
益
計
 
 

上
の
当
否
が
未
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
事
例
の
場
合
、
役
員
退
職
金
と
し
て
支
払
っ
た
の
は
土
地
の
時
価
相
 
 

当
額
－
、
0
0
0
万
円
で
あ
っ
て
、
当
該
土
地
の
帳
時
価
額
三
〇
〇
万
円
で
は
な
い
ノ
か
ら
、
前
記
最
後
の
経
理
で
は
経
済
的
実
態
を
表
示
し
 
 

て
い
な
い
こ
と
と
な
り
、
ノ
「
費
用
及
び
収
益
は
、
総
額
に
よ
っ
て
記
載
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
費
用
の
項
目
と
収
益
の
項
目
と
を
直
接
に
 
 

相
殺
す
る
こ
と
に
よ
っ
．
て
そ
の
全
部
又
は
T
部
を
損
益
計
算
書
か
ら
除
去
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
（
企
業
会
計
原
則
、
損
益
計
算
書
原
則
一
、
 
 

β
）
と
す
る
総
額
主
義
の
原
則
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
。
 
 

（
注
1
）
 
 
こ
の
点
に
つ
き
、
′
武
田
昌
席
数
授
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
私
見
は
、
役
員
退
職
金
に
限
ら
ず
、
お
よ
そ
現
 
 

物
給
与
が
行
な
ゎ
れ
た
場
合
に
は
す
べ
て
、
∵
そ
の
報
酬
、
給
与
の
正
当
額
（
時
価
）
に
よ
っ
て
表
示
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
つ
 
 

苫
て
現
物
給
与
ほ
代
物
弁
済
が
行
な
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
ン
か
ら
で
あ
る
バ
し
た
が
っ
て
、
二
直
接
的
に
現
物
を
も
っ
て
支
払
わ
れ
た
場
 
 

令
彗
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
こ
れ
を
相
殺
し
た
形
に
お
ぃ
て
表
示
す
る
と
い
う
理
由
は
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
資
産
の
無
償
譲
渡
又
は
低
廉
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
計
上
基
準
に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計
原
則
に
お
い
て
ほ
未
だ
明
ら
か
 
 

に
写
れ
て
お
ら
ず
、
ゝ
今
後
新
た
に
検
討
を
要
す
る
東
宮
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

（
帝
）
 
 

∵
．
∵
「
‥
、
．
．
∵
ニ
 
一
一
〓
ニ
ュ
ご
〕
‖
 
 

剋
薄
淘
音
（
野
蛍
滋
）
 
 
∽
0
0
現
コ
 
 

（
撼
）
 
 
｛
…
 
謝
 
 

簸
 
帝
 
y
 
二
－
｝
≡
○
瑚
コ
 
 

∽
0
0
拙
コ
 

詰
 
 



拗
 
儲
法
上
の
取
扱
い
 
 
 

企
業
会
計
に
お
い
て
は
、
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
、
を
収
益
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
税
法
に
お
い
て
は
、
 
 

資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
も
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
ほ
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
 
 

人
が
他
の
者
と
取
引
を
行
な
う
場
合
に
は
、
す
べ
て
資
産
は
時
価
に
よ
っ
て
取
引
さ
れ
る
も
の
と
し
て
課
税
所
得
を
計
算
す
る
と
い
う
の
が
 
 

現
在
の
法
人
税
法
阻
原
則
的
な
考
え
方
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
大
蔵
省
主
税
局
税
制
第
一
課
の
膏
牟
田
勲
氏
は
、
次
 
 

の
と
お
り
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
例
え
ば
資
産
の
贈
与
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
ほ
、
当
然
そ
の
資
産
の
時
価
に
相
当
す
る
所
得
が
 
 

あ
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
資
産
の
贈
与
（
無
償
の
譲
渡
）
を
行
な
っ
た
法
人
も
、
そ
の
蜜
産
の
時
価
を
認
識
し
て
こ
九
を
贈
与
す
 
 

る
も
の
で
ぁ
っ
モ
、
・
こ
の
感
与
は
資
産
を
有
償
で
譲
渡
し
て
そ
の
時
価
に
相
当
す
る
対
価
を
金
銭
で
受
取
り
、
直
ち
に
こ
の
金
銭
を
贈
与
し
 
 

り 

た
こ
と
と
何
等
変
る
と
 

に
贈
与
し
た
と
き
に
そ
の
時
価
に
相
当
す
る
収
益
が
実
現
し
た
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
益
金
と
し
て
課
税
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
 
 

（
注
2
）
 
 

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
。
つ
ま
り
、
法
人
税
法
軋
へ
資
産
の
無
償
譲
渡
が
計
っ
た
場
合
に
は
、
 

て
有
償
譲
渡
を
レ
、
こ
れ
に
よ
り
受
け
取
っ
た
金
銭
を
直
ち
に
相
手
方
疫
贈
与
し
た
こ
と
と
経
済
的
効
果
に
お
い
て
何
等
異
な
る
と
こ
ろ
が
 
 

な
い
の
で
、
そ
の
資
厨
の
時
価
軋
相
当
す
る
譲
渡
収
益
を
認
識
し
、
こ
れ
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
（
法
人
税
啓
一
二
姦
二
項
）
と
と
も
に
、
 
 

当
該
時
価
相
当
額
を
相
手
方
に
対
す
る
贈
与
（
寄
付
金
又
は
給
与
）
と
し
て
取
り
扱
う
（
同
三
七
粂
六
項
、
三
四
条
二
項
、
三
五
条
四
項
）
 
 

こ
と
と
し
て
い
竃
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
関
係
を
簡
単
な
設
例
に
よ
り
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
 
 

例
え
ば
ハ
帳
縛
価
額
三
〇
〇
万
円
、
時
価
二
〇
〇
〇
万
円
の
資
産
を
贈
与
し
た
と
す
れ
ば
、
企
業
会
計
的
（
純
額
経
理
）
に
ほ
次
の
仕
 
 

一
入
五
 
 
 



こ
の
取
引
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
譲
渡
益
の
七
〇
〇
万
円
で
は
な
く
、
譲
渡
資
産
の
時
価
、
一
、
0
0
0
万
円
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

っ
ま
り
ご
」
の
資
産
の
贈
与
に
よ
っ
て
一
、
0
0
0
万
円
の
経
済
的
価
値
の
提
供
に
よ
る
収
益
が
生
じ
、
そ
の
一
、
0
0
0
万
円
を
も
た
ら
 
 

す
た
め
の
譲
渡
原
価
が
帳
縛
価
額
の
三
〇
〇
万
円
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
譲
渡
益
と
し
て
七
〇
〇
万
円
が
生
じ
た
が
、
別
に
寄
付
金
と
し
て
 
 

一
、
0
0
0
万
円
の
損
費
が
生
じ
て
い
る
の
で
、
結
果
的
に
ほ
、
三
〇
〇
万
円
の
損
失
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
税
 
 

法
的
（
総
額
経
理
）
に
は
前
記
仕
訳
は
次
の
と
お
り
と
な
る
。
 
 
 

÷
二
「
∵
■
∴
∴
‥
∴
∴
 

‖
 
二
∴
 
■
∴
H
‥
∴
、
∴
∴
 
 

こ
れ
を
課
税
所
得
計
算
の
通
則
的
規
定
で
あ
る
法
人
税
法
第
二
十
三
秦
荘
当
て
は
め
る
と
、
貸
方
の
「
譲
渡
収
入
」
は
同
条
第
二
項
の
 
 

「
無
償
賢
る
資
産
の
譲
渡
…
…
に
係
る
‥
…
血
益
の
額
」
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
、
借
方
の
「
譲
渡
原
価
」
は
同
条
第
三
項
竺
 
 

号
の
「
収
益
に
係
る
…
…
原
価
の
額
」
と
し
て
、
ま
た
、
「
寄
付
金
」
は
同
項
第
二
号
の
「
費
用
の
額
」
又
ほ
第
三
号
の
「
損
失
の
額
」
と
 
 

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
（
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
同
法
第
三
七
粂
の
「
別
段
の
定
め
」
 
 

に
よ
り
最
終
的
な
損
金
算
入
の
是
非
が
判
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
）
。
 
 

訳
と
な
る
。
 
 

（
轟
）
 
胡
卒
紗
 
－
｝
0
0
0
対
コ
 
 

（
苗
）
｛
銅
約
鍼
 
 
ー
｝
0
0
0
叫
コ
＝
張
詰
寿
ゝ
－
－
0
0
0
叫
コ
 
 

ー
㍍
0
0
対
コ
＝
嘉
環
海
南
 
〕
0
0
叫
コ
＋
胡
卒
紗
－
〉
3
0
叫
コ
 
 
 

（
撼
）
 
 

埼
 
執
 
 
∽
0
0
現
コ
 
 

組
簿
鈷
 
3
0
瑚
コ
 
 



こ
の
こ
と
は
、
代
物
弁
済
の
場
合
を
考
え
れ
ば
、
よ
り
一
層
明
確
と
な
る
。
例
え
ば
、
借
入
金
一
、
0
0
0
万
円
の
支
払
に
充
て
る
た
め
 
 

に
、
帳
簿
価
額
三
〇
〇
万
円
、
時
価
一
、
0
0
0
万
円
の
資
産
を
も
っ
て
代
物
弁
済
を
行
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
仕
訳
ほ
次
の
よ
う
に
な
 
 

る
。
 
 
 

（
轟
）
雫
紗
－
毒
コ
 
 

（
ヱ
㍍
…
…
銅
M
 
 
 

こ
の
よ
う
な
会
計
処
理
ほ
、
企
業
会
計
に
お
い
て
も
疑
問
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
原
理
的
に
は
前
例
の
場
合
と
全
く
同
 
 

様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
、
そ
の
資
産
の
も
つ
経
済
的
価
値
が
代
物
弁
済
を
通
じ
て
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
、
0
0
0
 
 

万
円
の
収
益
が
生
じ
、
そ
の
帳
縛
価
琴
二
〇
〇
万
円
が
譲
渡
原
価
と
な
り
、
譲
渡
益
が
七
〇
〇
万
円
生
ず
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
 
 

を
税
法
的
仕
訳
で
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
と
な
る
。
 
 
 

■
 
 
 

∴
∴
 
■
∴
∵
 ‥
・
∴
∴
 
 

従
っ
て
、
前
例
の
寄
付
金
の
場
合
に
お
い
て
も
、
ま
ず
、
一
、
0
0
0
万
円
を
寄
付
す
る
こ
と
を
約
し
、
後
日
こ
れ
を
時
価
一
、
0
0
0
 
 

万
円
の
資
産
の
代
物
弁
済
に
よ
っ
て
履
行
し
た
と
す
れ
ば
、
 
 
 

（
墟
）
 
謝
辞
紗
 
－
－
宍
再
刊
コ
 
 

（
率
）
 
亜
二
ヰ
紗
 
－
〉
0
0
0
u
コ
 
 

㊤
 
潮
等
昂
 
 

碧
－
、
 
 

（
且
…
綽
紺
－
－
…
銅
 

㊥
雫
昂
 
 

M
 
（
ヱ
紺
紺
 

と
な
り
、
同
一
結
果
と
な
る
（
異
な
る
の
ほ
、
未
払
金
勘
定
を
経
由
す
る
か
香
か
の
点
の
み
で
あ
る
）
。
 
 

一
入
七
 
 
 



一
入
入
 
 

∴
蒜
よ
か
町
＼
．
乳
物
を
む
†
で
直
ち
に
寄
付
（
資
産
の
．
鰍
償
訝
渡
）
を
し
て
も
、
未
払
寄
付
金
の
代
物
弁
済
と
し
て
現
物
の
給
付
を
し
て
 
 

も
、
そ
．
め
会
計
処
理
に
は
本
質
鰍
な
差
異
ほ
な
く
、
従
っ
て
、
法
人
税
法
が
資
産
の
無
償
譲
渡
転
よ
る
収
益
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
 
 

と
し
て
い
る
意
味
が
理
解
で
き
よ
う
。
 
 

疾
に
、
所
得
税
法
の
「
み
な
し
諌
渡
」
の
規
定
と
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
 
 

所
得
税
法
に
は
資
産
を
贈
与
又
は
著
し
く
低
い
価
額
で
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
時
価
で
譲
渡
し
た
も
の
と
み
な
す
旨
の
規
定
が
あ
 
 

る
（
同
準
五
九
条
）
。
こ
の
覿
定
ほ
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
き
昭
和
二
十
五
年
の
改
正
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
姦
初
ぼ
贈
草
秒
み
 
 

な
ら
ず
、
相
続
、
蓮
贈
に
も
広
く
適
用
．
さ
れ
て
い
た
が
、
累
次
の
改
正
に
よ
り
、
資
産
の
取
得
価
額
を
承
継
す
る
方
法
で
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
 
 

ン
課
税
を
繰
延
べ
、
∴
漸
次
そ
の
適
用
範
囲
を
縮
少
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
規
定
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
「
資
産
利
益
（
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
）
は
、
資
産
そ
の
も
の
の
値
上
り
と
い
う
形
で
す
で
に
発
生
し
 
 

て
お
り
、
と
れ
を
資
産
が
売
買
、
贈
与
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
所
有
者
の
支
配
か
ら
離
れ
る
際
に
清
算
課
税
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
、
所
得
税
 
 

法
で
は
、
丁
こ
■
の
キ
ャ
ビ
ン
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
を
「
譲
渡
所
得
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
1
で
把
え
て
い
た
関
係
上
概
念
的
に
「
み
な
し
譲
渡
」
を
明
確
 
 

（
注
3
）
 
 

に
す
る
必
要
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
」
（
要
旨
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
所
得
税
法
は
第
三
十
六
条
第
一
項
に
お
い
て
、
「
そ
の
年
 
 

分
の
各
種
所
得
の
金
額
の
計
算
上
収
入
す
べ
き
金
額
又
は
寵
収
入
金
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
は
、
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
そ
の
 
 

年
に
お
い
て
収
入
す
べ
き
金
額
（
金
銭
以
外
の
物
又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利
益
を
も
っ
て
収
入
す
る
場
合
に
ほ
、
そ
の
金
銭
以
外
の
物
 
 

又
は
権
利
そ
の
他
経
済
的
な
利
益
の
価
額
）
と
す
る
。
」
と
規
定
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
資
産
の
無
償
譲
渡
等
の
場
合
に
は
対
価
が
な
く
 
 

「
収
入
す
べ
き
金
額
」
か
な
い
か
ら
、
「
み
な
し
譲
渡
」
の
規
定
が
な
い
限
り
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
、
 
 

「
み
な
し
譲
渡
」
▼
を
明
確
に
規
定
す
る
必
要
が
あ
一
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 



こ
れ
紅
対
し
法
人
税
法
セ
は
、
益
金
概
念
が
広
く
解
釈
に
委
ね
ら
れ
、
「
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
以
前
か
ら
つ
と
に
法
人
税
の
益
金
概
念
上
当
然
 
 

の
ナ
し
と
と
し
て
同
様
の
所
得
計
算
上
の
考
え
方
を
と
っ
て
お
り
、
実
務
上
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
た
の
で
と
く
に
明
文
化
す
る
㌢
で
に
蚤
ら
 
 

（
注
3
）
 
 

な
か
っ
た
」
の
で
あ
り
、
漸
く
昭
和
四
十
年
の
法
人
税
法
の
全
文
改
正
に
際
し
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
 
 

益
か
阻
の
例
示
と
′
し
て
「
無
償
に
よ
る
資
産
町
譲
渡
…
…
に
係
る
仁
政
益
の
額
」
を
掲
げ
、
規
定
の
整
備
、
明
文
化
姐
行
な
わ
れ
た
町
で
 
 

ノ
み
毎
∴
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
所
得
税
法
と
は
そ
の
所
得
計
算
の
構
造
が
異
な
る
法
人
税
法
に
お
い
て
は
、
所
得
税
法
に
お
け
る
よ
う
釘
「
み
な
し
譲
 
 

渡
」
の
乱
定
が
な
い
こ
と
及
び
企
業
会
計
上
の
基
準
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
「
資
産
の
無
償
譲
渡
に
よ
っ
て
は
収
益
は
発
生
 
 

（
注
4
）
 
 

税
法
の
取
得
計
算
の
構
造
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
で
な
く
、
税
法
解
釈
を
誤
っ
∵
た
も
打
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 
 

以
上
検
討
の
結
果
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
取
引
の
例
示
中
「
無
償
に
よ
る
資
産
秒
譲
渡
又
は
役
務
の
提
供
」
∴
忙
係
る
部
分
は
、
 
 

単
な
る
例
示
で
は
な
く
、
企
業
会
計
上
の
基
準
が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
、
税
務
上
は
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
っ
て
も
収
益
が
生
ず
る
こ
 
 

と
を
明
ら
か
に
し
た
税
務
上
の
特
別
の
定
め
を
し
た
も
の
と
解
さ
れ
、
従
っ
て
、
こ
の
部
分
鞋
つ
い
て
は
同
条
第
四
項
の
公
正
処
理
基
準
の
 
 

規
定
の
適
用
は
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
何
故
な
ら
ば
、
公
正
処
理
基
準
に
関
す
る
規
定
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
基
本
規
 
 

定
及
び
．
十
別
段
の
定
め
」
に
よ
り
税
法
独
自
の
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
白
地
部
分
を
埋
め
る
た
め
の
補
充
規
定
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

（
注
Ⅰ
）
 
武
田
昌
輔
「
無
償
譲
渡
に
ょ
り
生
ず
る
収
益
」
 
（
現
代
会
計
学
の
基
本
課
題
）
一
四
五
貢
 
 

（
注
2
）
 
書
牟
田
前
掲
誌
八
八
四
貢
、
同
旨
、
国
税
庁
直
税
部
審
理
課
編
「
改
正
法
人
税
関
係
重
要
事
項
説
明
」
 
（
昭
和
四
〇
、
四
）
 
「
闘
」
 
 

（
注
3
）
 
植
松
守
雄
、
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
一
七
号
「
租
税
判
例
盲
選
」
九
三
貢
 
 

（
注
4
）
 
例
え
ば
、
中
川
一
郎
編
「
法
人
税
法
コ
メ
ン
タ
ー
ル
」
A
一
八
六
六
1
一
八
七
一
貫
。
竹
下
重
人
 
シ
ュ
ー
イ
エ
ル
〓
ハ
四
号
一
〇
貢
以
下
 
 

一
入
九
 
 
 



一
九
〇
 
 

5
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
を
め
ぐ
る
諸
問
題
 
 

資
産
町
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
の
税
務
上
の
取
扱
い
の
概
要
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
以
下
、
こ
の
取
扱
い
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
 
 

題
点
に
つ
き
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

出
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
の
測
定
尺
度
 
 
 

資
産
の
無
償
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
ほ
、
当
該
資
産
の
時
価
相
当
額
を
も
っ
て
当
該
取
引
に
係
る
収
益
の
額
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
さ
 
 

れ
る
こ
と
ほ
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
ほ
、
「
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
金
額
は
、
…
‥
・
無
償
に
ょ
る
資
産
の
譲
渡
…
…
で
資
本
等
 
 

取
引
以
外
の
も
の
に
係
る
…
…
収
益
の
額
と
す
る
。
」
と
規
定
す
る
の
み
で
、
文
言
上
か
ら
は
「
収
益
の
額
」
を
何
に
よ
り
測
定
す
る
か
は
 
 

必
ず
し
も
明
ら
か
で
ほ
な
い
。
 
 
 

法
人
税
法
が
資
産
の
無
償
譲
渡
に
よ
る
収
益
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
資
産
の
無
償
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
 
 

そ
の
資
産
の
も
つ
時
価
相
当
額
の
経
済
的
価
値
が
明
ら
か
に
譲
渡
者
側
か
ら
譲
受
老
側
に
移
転
が
あ
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
基
づ
 
 

い
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、
譲
渡
者
側
に
当
該
資
産
に
つ
い
て
時
価
相
当
額
の
経
済
的
価
値
の
実
現
が
あ
っ
た
 
 

こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
実
現
価
値
を
法
人
の
課
税
所
得
の
計
算
上
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
の
合
理
的
な
根
拠
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
 
 

う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
解
釈
の
ほ
か
、
資
産
の
無
償
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
処
分
形
態
の
一
つ
で
あ
る
寄
付
金
及
び
給
与
に
関
す
る
次
の
 
 

よ
う
な
実
定
法
の
定
め
に
照
し
て
も
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
額
は
、
当
該
資
産
の
時
 
 
 



価
に
よ
り
謝
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
金
銭
以
外
の
資
産
の
贈
与
又
ほ
経
済
的
な
利
益
の
無
償
の
供
 
 

与
を
し
た
場
合
に
は
、
▲
寄
付
金
の
額
は
、
「
金
銭
以
外
の
資
産
の
贈
与
の
時
に
お
け
る
価
額
又
は
当
該
経
済
的
な
利
益
の
そ
の
供
与
の
時
に
 
 

お
け
る
価
額
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
」
と
の
規
定
（
法
人
税
法
三
七
粂
五
項
）
及
び
役
員
又
ほ
使
用
人
に
対
す
る
給
与
に
ほ
、
「
債
務
の
免
除
 
 

に
よ
る
利
益
そ
の
他
の
経
済
的
な
利
益
を
含
む
。
」
と
の
規
定
（
同
三
四
条
二
項
、
三
五
条
四
項
）
が
こ
れ
で
あ
り
、
資
産
の
贈
与
又
は
無
 
 

償
の
経
済
的
利
益
の
供
与
を
し
た
場
合
に
は
、
税
務
に
関
す
る
限
り
寄
付
金
又
は
給
与
の
額
は
、
そ
の
資
産
の
時
価
又
ほ
経
済
的
利
益
の
価
 
 

額
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
資
産
の
無
償
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
資
産
の
も
つ
経
済
的
価
値
の
移
転
が
時
価
に
よ
り
評
価
さ
れ
 
 

る
と
い
う
こ
と
は
、
他
面
、
企
業
が
資
産
を
無
償
で
取
得
し
た
場
合
、
そ
の
額
得
価
額
は
、
企
業
会
計
上
も
零
で
は
な
く
取
得
時
の
価
額
 
 

（
時
価
）
を
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
（
企
業
会
計
原
則
、
貸
借
対
照
表
原
則
五
の
F
）
、
法
人
税
法
上
も
「
そ
の
取
得
の
時
に
 
 

お
け
る
当
該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
通
常
要
す
る
価
額
」
つ
ま
り
取
得
時
価
に
よ
る
べ
き
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
法
人
税
法
施
行
令
三
 
 

二
条
一
項
四
号
、
三
八
条
一
項
五
号
、
五
四
条
一
項
七
号
）
こ
と
に
親
し
て
も
、
資
産
の
無
償
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
額
の
測
定
基
準
は
時
価
 
 

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
の
額
ほ
、
当
該
資
産
の
時
価
に
よ
り
測
定
し
計
上
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
当
 
 

該
資
産
の
時
価
を
い
か
に
し
て
確
定
す
る
か
は
、
法
律
の
解
釈
適
用
の
問
題
で
ほ
な
く
事
実
認
定
の
問
題
に
属
す
る
。
 
 
 

（
注
）
 
資
産
の
譲
渡
等
を
無
償
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
経
済
的
合
理
性
を
有
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
を
い
か
に
取
り
扱
う
べ
き
か
に
つ
 
 

い
て
は
、
 
 

①
 
経
済
的
合
理
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
取
引
は
無
償
で
は
な
い
。
 
 

一
九
」
 
 
 



一
九
二
 
 

②
 
経
済
的
合
理
性
が
あ
る
場
合
に
は
、
収
益
の
認
定
は
し
な
い
。
 
 

③
 
経
済
的
合
理
性
が
あ
れ
ば
、
合
理
的
な
金
額
を
 
事
業
経
費
 
と
し
て
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。
 
 
 

等
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
①
は
、
「
有
償
」
の
意
義
を
広
く
解
し
、
当
該
取
引
を
な
す
に
至
っ
た
動
梯
等
を
も
こ
れ
に
含
 
 
 

め
て
い
る
が
、
元
来
「
無
償
」
∠
は
贈
与
者
の
な
す
給
付
自
体
に
対
し
て
報
酬
と
し
て
の
反
対
給
付
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
動
 
 
 

磯
は
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
（
未
川
博
著
「
債
権
各
論
（
第
一
部
）
」
一
五
～
一
六
頁
）
か
ら
、
賛
成
で
き
な
い
。
 
 

ま
た
、
②
は
、
す
で
に
述
べ
た
企
業
会
計
上
の
純
額
経
理
の
考
え
方
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
相
手
方
に
供
与
し
た
経
済
的
利
益
が
 
 

全
額
損
算
入
の
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
課
税
所
得
に
は
影
響
な
い
が
、
そ
れ
が
寄
付
金
、
交
際
費
、
役
員
賞
与
の
よ
う
に
税
務
上
 
 
 

特
に
損
金
算
入
が
規
制
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
課
税
所
得
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
妥
当
で
は
な
い
。
 
 

従
っ
て
、
益
金
の
額
及
び
損
金
の
繍
を
総
額
で
把
達
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
現
行
法
人
税
法
上
ほ
、
当
該
資
産
の
時
価
に
よ
り
収
益
 
 
 

妄
認
定
す
る
と
と
も
に
、
③
に
よ
り
合
理
的
な
金
額
を
事
業
経
費
と
し
て
（
そ
れ
が
繰
延
資
産
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
償
却
費
を
）
 
 

、
損
金
の
額
に
算
入
（
損
金
不
算
入
額
が
あ
る
と
き
は
、
別
途
否
認
）
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
経
済
的
合
理
性
は
時
価
の
算
 
 
 

l
 

定
上
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
方
も
あ
り
得
よ
う
。
 
 

で
な
お
ヾ
資
産
の
無
償
譲
渡
に
よ
る
収
益
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
妄
六
月
二
十
四
日
最
高
裁
第
二
小
法
廷
判
決
が
あ
 
（
珪
l
）
 
 

る
。
こ
の
事
案
は
、
法
人
の
所
有
す
る
増
資
会
社
の
株
式
を
一
時
自
社
の
役
員
に
信
託
的
に
譲
渡
し
抹
主
名
義
を
そ
の
役
員
個
人
に
書
き
替
 
 

ぇ
る
方
法
に
よ
り
又
は
増
資
会
社
か
ら
第
三
者
指
名
権
を
与
え
ら
れ
て
自
社
の
役
員
個
人
を
指
名
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
役
員
に
 
 

増
資
会
社
の
増
資
新
株
の
割
当
て
を
受
け
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
新
株
を
取
得
さ
せ
た
こ
と
が
増
資
会
社
の
増
資
決
議
紅
よ
り
法
人
が
保
有
 
 

す
る
に
至
っ
た
新
株
引
受
権
な
る
経
済
的
利
益
を
響
貝
に
無
償
で
授
与
し
た
も
の
と
し
て
法
人
の
益
金
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
 
 
 



も
の
で
あ
り
、
判
決
は
次
の
と
お
り
判
示
し
て
こ
れ
を
積
極
的
虹
解
し
て
い
る
。
 
 
 

↓
未
計
上
の
資
産
の
社
外
流
出
は
、
そ
の
流
出
の
限
度
に
お
い
て
隠
れ
て
い
た
資
産
価
値
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
右
社
外
流
出
 
 

に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
に
適
正
な
価
額
を
付
し
て
会
社
の
資
産
に
計
上
し
、
流
出
す
べ
き
資
産
価
値
の
存
在
と
そ
の
価
額
と
を
確
定
す
る
こ
と
 
 

ほ
、
会
社
の
資
産
の
増
減
を
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
当
然
必
要
な
措
置
で
あ
り
、
こ
の
．
よ
う
な
隠
れ
て
い
た
資
産
価
値
の
計
上
ほ
、
当
該
 
 

事
業
年
度
に
お
い
て
資
産
を
増
加
し
ヾ
そ
の
増
加
資
産
額
に
相
当
す
る
益
金
を
顧
現
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
 
 

こ
と
は
、
社
外
洗
出
の
資
産
に
対
し
代
金
の
受
入
れ
そ
の
他
資
産
の
増
加
を
き
た
す
べ
．
き
反
対
給
付
を
伴
う
と
香
と
に
か
か
わ
ら
な
い
。
」
 
 
 

本
件
に
お
け
る
争
点
は
、
専
ら
法
人
が
保
有
す
る
新
株
引
受
権
を
役
員
に
無
償
授
与
し
た
こ
と
が
法
人
の
課
税
所
得
の
計
算
上
益
金
を
構
 
 

成
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
参
考
首
で
に
課
税
庁
の
認
定
し
た
新
株
引
受
権
に
係
る
経
済
的
利
益
の
額
の
算
定
方
法
を
示
せ
ば
、
各
増
資
 
 

会
社
の
払
込
期
日
に
お
け
る
新
株
の
一
株
の
価
格
か
ら
l
株
当
り
の
払
込
金
額
を
軽
除
し
た
残
額
に
親
株
数
及
び
割
当
率
を
乗
じ
て
各
名
柄
 
 

ご
と
の
無
償
譲
渡
益
を
算
出
し
て
い
る
。
 
 

佃
 
資
産
の
低
額
譲
渡
 
 

次
に
、
「
有
償
又
は
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
に
は
、
い
わ
ゆ
る
低
額
譲
渡
も
含
ま
れ
、
こ
の
場
合
の
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
 
 

の
額
は
、
そ
の
資
産
の
譲
渡
の
対
価
の
額
の
ほ
か
、
当
該
対
価
の
額
と
当
該
資
産
の
譲
渡
の
時
に
お
け
る
時
価
と
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
 
 

も
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
 

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
文
言
上
か
ら
は
．
明
ら
か
で
な
い
が
「
①
資
産
の
低
額
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
 
 

そ
の
譲
渡
の
対
価
の
額
を
含
め
た
当
該
資
産
の
も
つ
時
価
相
当
額
の
経
済
的
価
値
が
藤
波
者
側
か
ら
譲
受
者
側
に
移
転
し
、
譲
渡
者
側
に
時
 
 

価
相
当
額
の
経
済
的
価
値
の
実
現
が
あ
っ
た
も
砂
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
時
価
相
当
額
の
経
済
的
価
値
の
実
現
と
い
う
点
で
は
前
述
の
資
産
 
 

一
九
三
 
 
 



十
九
四
 
 

の
無
償
譲
渡
の
場
合
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
）
、
②
法
人
税
法
の
主
文
改
正
以
前
か
ら
長
い
間
法
人
税
法
の
益
金
概
念
の
解
釈
上
当
然
の
 
 

こ
と
と
し
て
同
様
の
考
え
方
を
採
っ
て
お
り
（
昭
和
二
六
年
九
月
二
五
日
付
直
法
一
－
一
三
〇
通
達
「
七
七
」
、
「
三
五
五
」
の
臼
）
、
同
条
 
 

第
二
項
は
．
こ
．
の
考
え
方
を
そ
の
ま
ゝ
踏
襲
し
て
奴
定
の
整
備
を
囲
っ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
か
つ
、
同
項
の
∨
「
有
償
又
は
無
償
に
よ
る
資
産
の
 
 

譲
渡
」
・
は
資
本
専
攻
引
以
外
の
取
引
の
例
示
で
あ
る
こ
と
、
③
低
額
譲
渡
は
、
い
わ
ゆ
る
「
混
合
贈
与
」
で
あ
り
、
観
念
的
に
は
対
価
部
分
 
 

に
つ
い
て
の
「
有
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
と
時
価
と
対
価
と
の
差
額
部
分
に
つ
い
て
の
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
」
と
の
二
つ
の
取
引
 
 

に
分
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
．
の
分
解
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
は
、
そ
の
ま
ま
同
項
の
例
示
取
引
に
該
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
 
 

こ
と
等
か
ら
し
て
低
額
譲
渡
も
同
項
の
例
示
取
引
に
含
ま
れ
、
当
該
譲
渡
資
産
の
時
価
相
当
額
が
収
益
の
額
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
 
 

る
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。
 
 

ま
た
、
低
額
譲
渡
を
し
た
場
合
の
時
価
と
対
価
と
の
差
額
に
相
当
す
る
部
分
の
収
益
の
処
分
形
態
の
一
つ
で
あ
る
寄
付
金
に
つ
き
、
「
資
 
 

産
の
譲
渡
又
・
は
経
済
的
な
利
益
の
供
与
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
譲
渡
又
は
供
与
の
対
価
の
額
が
当
該
資
産
の
そ
の
譲
渡
の
時
に
お
け
 
 

る
価
額
又
は
当
該
経
済
的
な
利
益
の
そ
の
供
与
の
時
に
お
け
る
価
額
に
比
し
て
低
い
と
き
は
、
当
該
対
価
の
額
と
当
該
価
額
と
の
差
額
の
う
 
 

ち
実
賓
的
に
贈
与
又
は
無
償
の
供
与
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
金
額
は
、
前
項
の
寄
付
金
の
額
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。
」
 
と
規
定
し
て
い
 
 

る
こ
と
（
法
人
税
法
三
七
条
六
項
）
及
び
役
員
又
は
使
用
人
に
対
す
る
給
与
に
は
「
債
務
の
免
除
に
よ
る
利
益
そ
の
他
の
経
済
的
な
利
益
を
 
 

含
む
。
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
（
同
三
四
条
二
項
、
三
五
条
四
項
）
k
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
t
一
項
の
「
有
償
又
は
無
償
に
よ
る
資
 
 

産
の
譲
渡
」
に
よ
る
収
益
の
額
に
ほ
、
低
額
譲
渡
資
産
の
時
価
と
譲
渡
対
価
と
の
差
額
に
相
当
す
る
部
分
の
金
額
も
含
ま
れ
る
こ
と
を
予
声
 
 

し
て
い
る
も
め
と
解
さ
れ
る
。
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
資
産
の
低
額
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
額
ほ
、
ノ
当
該
資
産
の
時
価
に
よ
り
測
定
し
計
上
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
当
該
 
 
 



資
産
の
時
価
の
確
定
及
び
時
価
と
譲
渡
対
価
と
の
差
額
の
確
定
は
、
前
述
山
の
場
合
と
同
様
事
実
認
定
の
問
題
直
属
す
る
。
．
 
 

（
注
2
）
 
 
 

な
お
、
資
産
の
低
額
譲
渡
に
よ
る
収
益
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
は
、
昭
和
五
十
年
九
月
十
九
日
神
戸
地
方
裁
判
所
判
決
が
あ
る
。
こ
の
 
 

事
案
ほ
、
会
社
の
役
員
｛
代
表
者
）
が
昭
和
三
十
二
年
四
月
か
ら
賃
借
中
の
同
社
所
有
の
土
地
及
び
そ
の
上
に
存
す
る
建
物
を
昭
和
四
十
一
 
 

年
九
月
に
同
役
員
竺
・
ハ
四
三
万
円
で
譲
渡
し
た
が
∵
そ
・
の
譲
渡
価
額
が
時
価
に
比
し
て
著
し
く
低
い
も
の
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、
適
正
時
価
 
 

（
九
八
九
万
余
円
）
で
譲
渡
し
た
も
の
と
し
て
、
．
そ
の
差
額
（
三
四
六
万
余
円
）
は
益
金
の
額
を
構
成
す
る
も
の
と
認
定
し
て
な
し
た
更
正
 
 

処
分
の
効
力
が
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
判
決
．
ほ
、
、
「
本
件
物
件
の
使
用
関
係
は
賃
貸
借
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
質
は
企
業
組
織
 
 

の
必
要
的
構
成
部
分
、
換
言
す
れ
ば
事
業
用
施
設
の
一
部
分
と
し
て
の
利
用
と
認
め
る
の
が
相
当
」
で
あ
る
と
し
て
、
借
地
権
の
価
格
の
形
 
 

成
を
認
め
ず
、
某
信
託
銀
行
不
動
産
部
の
鑑
定
評
価
額
九
入
九
万
余
円
を
相
当
な
譲
渡
価
額
と
認
定
し
た
う
え
、
「
資
産
譲
渡
益
に
対
す
る
 
 

課
税
は
法
人
の
資
産
が
売
買
交
換
等
に
よ
り
所
有
者
で
あ
る
法
人
の
支
配
を
離
脱
す
る
際
に
資
産
の
値
上
り
と
言
う
形
で
既
に
発
生
し
て
い
 
 

る
資
産
利
益
を
清
算
課
税
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
資
産
が
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
譲
渡
が
時
価
よ
り
低
廉
な
価
格
で
な
 
 

さ
れ
た
と
き
で
も
、
当
該
資
産
の
取
得
価
格
（
帳
繹
価
格
）
と
時
価
と
の
差
額
で
あ
る
資
産
利
益
に
相
当
す
る
益
金
が
為
る
も
の
と
し
奄
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
ヱ
と
は
当
然
で
あ
り
、
…
…
」
と
判
示
し
て
、
時
価
と
実
際
の
譲
渡
価
額
と
の
差
額
を
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
 
 

定
に
よ
り
会
社
計
上
利
益
に
加
算
し
た
課
税
処
分
を
支
持
し
て
い
る
。
 
 
 

㈱
 
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
と
そ
の
処
分
と
の
関
係
 
 
 

資
産
の
無
償
譲
渡
又
は
低
額
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
認
識
計
上
と
当
該
収
益
の
処
分
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
該
譲
渡
に
 
 

つ
き
収
益
の
発
生
な
い
し
実
現
が
認
識
さ
れ
れ
ば
、
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
よ
り
当
該
事
業
年
度
の
益
金
の
額
を
構
成
す
る
こ
と
 
 

と
な
り
、
当
該
譲
渡
に
よ
る
相
手
方
へ
の
経
済
的
な
利
益
の
授
与
が
当
該
事
業
年
度
の
損
金
の
額
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
は
、
同
条
第
三
項
 
 

一
九
五
 
 
 



同
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
譲
渡
原
価
と
し
て
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
、
例
え
ば
、
当
該
譲
渡
の
相
手
方
 
 

が
役
員
又
ほ
従
業
員
で
あ
る
場
合
に
は
、
時
価
相
当
額
が
当
該
役
員
又
は
従
業
員
に
対
す
る
給
与
と
さ
れ
、
同
法
第
三
十
四
条
～
第
三
十
六
 
 

条
の
別
段
、
の
定
め
に
よ
り
損
金
算
入
の
真
否
を
判
定
す
る
。
役
員
賞
与
で
あ
れ
ば
全
額
損
金
不
算
入
、
役
員
報
酬
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
他
の
．
役
 
 

員
報
酬
に
含
め
て
過
大
か
ど
う
か
を
判
定
し
、
過
大
分
は
損
金
不
算
入
、
従
業
員
給
与
で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
七
 
 

と
と
な
る
。
せ
た
、
当
該
澄
済
的
な
利
益
の
授
与
が
寄
付
金
又
は
交
際
費
等
に
該
当
す
る
と
き
は
、
他
の
寄
付
金
又
ほ
女
際
費
等
と
合
算
し
 
 

て
同
法
夢
二
十
七
条
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
六
十
二
条
の
「
別
段
の
定
め
」
に
よ
る
限
度
計
算
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
損
金
算
入
 
 

又
は
損
金
不
算
入
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
他
の
経
費
（
広
告
宣
伝
費
、
福
利
厚
生
費
等
）
匿
該
当
す
る
と
き
ほ
、
「
別
段
の
定
 
 

め
」
、
が
な
い
か
ら
、
法
人
税
法
第
三
十
二
姦
第
二
項
第
二
号
に
よ
り
全
額
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
当
該
譲
渡
が
広
告
宣
伝
用
 
 

資
産
の
贈
与
等
で
、
▲
そ
の
真
也
の
効
果
が
丁
年
以
上
に
及
ぶ
も
の
に
つ
い
て
ほ
、
こ
れ
を
繰
延
資
産
（
同
按
二
条
二
五
号
、
同
施
行
令
一
四
 
 

条
）
▼
と
t
て
資
産
に
計
上
し
一
、
償
却
の
方
法
に
一
ま
力
演
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
資
産
の
無
旗
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
の
認
識
計
上
と
当
該
収
益
の
処
分
と
ほ
切
離
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
従
？
て
、
 
 

そ
¢
収
益
の
処
分
形
態
で
あ
る
寄
付
金
専
の
取
扱
い
と
ほ
直
療
の
関
係
は
な
い
ペ
と
こ
ろ
が
∵
」
の
よ
う
な
考
え
方
乾
対
七
法
人
税
法
第
二
 
 
 

こ
れ
を
具
体
的
に
説
明
す
れ
ば
、
資
産
の
無
償
譲
渡
又
は
低
額
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
 
 

該
譲
渡
に
よ
る
収
益
と
し
て
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
よ
り
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
、
 
 

一
九
六
 
 

の
換
金
の
額
に
関
す
る
基
本
規
定
、
同
条
第
四
項
の
公
正
処
理
基
準
及
び
「
別
段
の
定
め
」
に
よ
り
判
定
し
、
そ
れ
が
損
金
の
額
に
算
入
さ
 
 

れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
課
税
所
得
の
金
額
が
そ
れ
だ
け
減
額
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
収
益
の
認
識
と
そ
の
処
分
と
は
切
 
 

り
離
し
て
考
え
る
べ
き
烏
の
で
あ
る
。
 
 

帳
簿
価
額
又
は
取
得
価
額
が
 
 

の
時
に
お
け
る
時
価
が
当
 
 



十
二
条
第
二
項
で
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
に
係
る
収
益
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
の
は
、
資
産
の
無
償
譲
渡
に
よ
っ
て
 
 

収
益
が
発
生
す
る
か
ら
で
は
な
く
、
寄
付
金
の
額
の
計
算
に
関
す
る
同
法
第
三
十
七
条
第
五
項
と
の
関
連
か
ら
、
無
償
譲
渡
資
産
の
時
価
と
 
 

帳
簿
価
額
と
の
差
額
相
当
額
を
益
金
の
額
に
算
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
同
 
 

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
こ
の
部
分
は
実
効
性
が
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
第
三
十
七
粂
第
五
項
は
、
「
資
産
の
無
償
 
 

譲
渡
の
場
合
に
は
、
・
そ
の
資
産
の
取
得
価
額
（
帳
簿
価
額
）
で
は
な
く
、
譲
渡
の
時
の
時
価
に
よ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
 
 

の
資
産
の
取
得
価
額
と
時
価
と
の
差
額
相
当
金
額
が
、
税
務
計
算
上
貸
方
に
不
足
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
借
方
と
貸
方
の
金
額
の
不
一
致
 
 

は
、
寄
付
金
の
額
を
無
償
譲
渡
資
産
の
帳
簿
価
額
で
は
．
な
く
、
時
価
に
よ
る
も
の
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
税
務
計
算
上
、
 
 

無
償
譲
渡
資
産
め
時
価
と
帳
簿
価
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
益
金
の
額
に
算
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
．
た
だ
そ
れ
だ
け
 
 

（
注
3
）
 
 

の
こ
と
で
あ
う
て
、
資
産
の
無
償
譲
渡
に
係
る
収
益
が
発
生
す
る
か
ら
で
は
な
い
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
見
解
ほ
、
す
で
 
 

に
述
べ
た
よ
う
に
、
企
業
会
計
上
資
産
の
無
償
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
計
上
の
当
否
に
つ
い
て
未
だ
検
討
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
資
産
の
 
 

無
償
譲
渡
に
よ
っ
て
収
益
ほ
発
生
し
な
い
が
、
税
務
計
算
上
寄
付
金
の
額
に
ほ
無
償
譲
渡
資
産
の
時
価
相
当
額
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
 

い
る
こ
と
と
の
関
連
上
そ
の
見
合
い
と
し
て
、
無
償
譲
渡
資
産
の
時
価
と
帳
簿
価
額
と
の
差
額
（
譲
渡
益
相
当
額
）
を
益
金
の
額
に
算
入
し
 
 

な
荒
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
ぺ
「
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
法
第
三
七
条
第
五
藤
土
琶
「
こ
の
場
合
、
金
銭
以
外
の
資
産
の
そ
 
 

の
贈
与
の
時
に
お
け
る
価
額
と
そ
の
取
得
価
額
と
の
差
額
に
相
当
す
を
金
額
を
益
金
ゐ
ふ
開
に
算
入
す
る
。
」
 
と
規
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
 
 

（
注
4
）
 
 

た
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
①
税
務
上
は
資
産
の
無
償
譲
渡
等
に
よ
っ
て
も
収
益
が
生
ず
る
こ
と
が
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
益
金
の
額
に
関
す
る
 
 

基
本
規
定
に
よ
り
明
ら
か
虹
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
未
だ
そ
の
基
準
が
確
立
し
て
い
な
い
企
業
会
計
に
対
す
る
税
務
上
の
特
別
の
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定
め
を
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
こ
と
、
②
ま
た
、
無
償
譲
渡
資
産
の
帳
簿
価
額
は
譲
渡
原
価
と
し
て
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
も
同
条
 
 

第
三
項
の
損
金
の
額
に
関
す
る
基
本
規
定
の
第
一
号
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
第
三
項
に
対
す
る
「
別
段
の
定
め
」
と
し
て
寄
付
金
 
 

の
損
金
不
算
入
に
関
す
る
同
法
第
三
十
七
条
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
第
五
項
で
寄
付
金
の
額
に
は
無
償
譲
渡
資
産
の
時
価
相
当
額
も
含
ま
れ
る
 
 

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
無
償
譲
渡
資
産
の
帳
簿
価
額
と
は
関
係
な
い
と
と
、
③
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
課
税
所
得
計
算
の
仕
組
か
 
 

ら
し
て
、
法
人
税
法
は
資
産
の
無
償
譲
渡
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
当
該
資
産
の
略
価
に
よ
り
収
益
を
認
識
し
て
益
金
の
額
に
算
入
す
る
 
 

と
と
も
に
、
当
該
資
産
の
帳
簿
価
額
を
譲
渡
原
価
と
し
て
損
金
の
額
に
算
入
し
た
う
え
、
当
該
無
償
譲
渡
が
相
手
方
に
対
す
る
贈
与
と
認
め
 
 

ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
資
産
の
時
価
相
当
額
を
寄
付
金
の
額
に
含
め
て
寄
付
金
の
損
金
不
算
入
額
の
計
算
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
、
 
 

尊
か
ら
し
て
、
右
の
見
解
は
法
人
税
法
の
所
得
計
算
の
構
造
を
十
分
理
解
し
な
い
本
末
賠
倒
の
独
自
の
見
解
で
あ
っ
て
、
到
底
賛
成
す
る
こ
 
 

と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
法
人
税
法
第
三
十
七
条
第
五
項
に
無
償
譲
渡
資
産
に
偏
る
譲
渡
益
相
当
額
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
旨
の
規
定
 
 

を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
に
至
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
法
人
税
法
上
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
の
額
は
、
 
 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
総
額
で
把
握
す
る
こ
と
と
さ
れ
で
い
る
の
に
、
と
れ
を
純
額
で
あ
る
譲
渡
益
で
把
握
す
る
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
 
 

と
は
、
益
金
の
額
に
関
す
る
基
本
規
定
に
衡
突
す
る
こ
と
及
び
無
償
譲
渡
資
産
の
帳
蒋
価
額
ほ
、
譲
渡
原
価
と
し
て
損
金
の
額
に
関
す
る
基
 

本
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
の
で
、
譲
渡
益
相
当
額
め
み
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
と
す
れ
ば
、
無
償
譲
渡
資
産
の
帳
簿
 
 

触
額
が
二
重
に
損
金
め
額
に
算
入
さ
れ
た
の
と
同
一
の
結
果
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
に
現
行
規
定
が
不
備
で
あ
る
と
し
て
資
産
 
 

の
無
償
譲
渡
等
に
よ
る
収
益
秒
測
定
基
準
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
と
レ
て
も
、
そ
れ
は
法
人
税
法
静
二
十
二
条
の
基
本
規
定
の
中
で
設
け
 
 

る
べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ほ
当
該
無
償
譲
渡
資
産
に
係
る
譲
渡
益
相
当
訝
で
は
な
く
、
当
該
資
産
の
時
価
相
当
額
に
よ
る
旨
規
定
す
 
 

べ
き
も
の
で
あ
る
。
 
 
 



囲
 
同
族
会
社
等
の
行
為
又
は
計
算
の
否
認
規
定
と
の
関
係
 

同
族
会
社
は
個
人
的
な
い
し
家
族
的
色
彩
の
披
い
会
社
で
あ
っ
て
、
会
社
の
首
脳
者
の
個
人
的
意
思
又
ほ
少
数
株
主
の
共
同
意
思
で
会
社
 
 

の
運
営
が
支
配
さ
れ
や
す
く
、
非
同
族
会
社
で
は
通
常
な
し
得
な
い
よ
う
な
行
為
や
計
算
を
行
な
う
こ
ど
に
よ
7
て
合
法
附
町
会
社
又
は
首
 
 

脳
老
、
少
数
株
主
等
に
課
さ
れ
る
租
税
の
負
担
の
不
当
た
軽
減
を
図
る
L
と
か
行
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
法
人
税
法
は
、
か
か
 
 

る
同
族
会
社
に
対
し
で
は
行
為
又
は
計
算
の
否
認
の
規
定
（
法
人
乱
法
〓
二
二
条
）
等
の
規
定
を
設
け
、
租
税
負
担
の
回
避
を
防
止
す
る
こ
 
 

と
と
し
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
同
好
会
社
の
右
の
よ
う
な
性
格
か
ら
、
資
産
の
無
償
譲
渡
又
は
低
額
譲
渡
や
役
務
の
無
償
提
供
等
ほ
同
族
会
社
に
お
い
て
多
 
 

く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
沿
革
的
に
も
こ
れ
ら
の
行
為
は
同
族
会
社
の
行
為
計
算
否
認
の
適
灯
と
し
て
問
題
と
′
ざ
れ
で
き
た
も
 
 

の
で
あ
る
（
旧
法
人
税
基
本
通
達
三
五
五
「
三
」
、
「
八
」
参
照
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
同
族
会
社
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
 
 

例
え
ば
、
大
企
業
で
あ
る
非
同
・
族
会
社
が
企
業
の
系
列
強
化
の
た
め
系
列
会
社
に
経
済
的
援
助
を
行
な
っ
て
い
る
事
例
も
少
な
く
な
く
、
レ
 
 

か
も
、
そ
の
経
済
的
援
助
の
う
ち
に
は
従
来
の
同
族
会
社
の
行
為
計
算
の
否
認
額
型
牽
引
と
さ
れ
て
い
た
も
の
に
該
る
取
引
も
し
ば
し
ば
見
 
 

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
資
産
の
贈
与
又
は
低
額
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
同
族
、
非
同
族
を
問
わ
ず
、
そ
の
贈
与
部
分
 
 

の
金
額
を
寄
付
金
と
し
て
取
り
扱
っ
て
お
り
（
旧
法
人
税
基
本
通
達
七
七
－
現
行
法
人
税
法
三
七
粂
五
項
及
び
六
項
）
、
ま
た
、
相
手
方
が
 
 

会
社
の
役
員
又
は
使
用
人
で
あ
右
と
き
は
、
由
和
三
十
四
年
以
降
は
、
同
族
、
非
同
族
を
問
わ
ず
、
そ
の
経
済
的
利
益
の
供
与
は
役
員
又
は
 
 

使
用
人
に
対
す
る
給
与
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
（
旧
法
人
税
法
施
行
規
則
一
〇
条
の
三
第
三
項
－
現
行
法
人
税
法
三
四
条
二
項
及
び
主
 
 

五
条
四
項
）
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
同
族
会
社
の
行
為
又
は
計
算
の
否
認
規
定
ほ
、
法
人
税
法
の
他
の
規
定
の
創
設
又
は
整
備
に
伴
い
漸
次
そ
の
適
用
範
囲
が
 
 

一
九
九
 
 
 



二
〇
〇
 
 

（
注
5
）
 
狭
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
文
字
通
り
伝
家
の
宝
刀
的
規
定
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
右
の
親
会
社
と
系
列
会
社
間
の
取
引
の
よ
う
に
、
無
償
 
 

又
は
低
額
衷
引
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
む
し
ろ
現
在
の
経
済
社
会
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
親
会
社
の
資
本
主
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
 
 

な
ん
ら
異
常
不
合
理
で
も
な
く
、
か
つ
、
同
族
会
社
な
る
が
故
に
容
易
に
な
し
得
た
行
為
と
も
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
同
族
会
社
の
行
為
又
 
 

は
計
算
の
否
認
規
定
を
も
っ
て
し
て
は
説
明
が
困
難
と
な
っ
て
く
る
。
 
 
 

結
局
、
こ
の
問
題
は
所
得
概
念
に
立
ち
帰
っ
て
、
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
の
範
囲
を
い
か
に
解
す
る
か
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
べ
 
（
注
 

5
の
Z
）
 
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
人
税
法
第
二
十
二
条
琴
一
項
の
解
釈
に
か
か
る
問
題
で
あ
る
。
 
 
 

法
人
税
法
琴
一
十
二
姦
策
二
項
の
規
定
の
内
容
及
び
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
ほ
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
し
か
も
、
同
項
は
同
条
 
 

第
三
項
と
と
．
も
に
所
得
計
算
の
基
本
規
定
で
あ
っ
て
、
同
族
会
社
た
る
と
非
同
族
会
社
た
る
と
を
問
わ
ず
適
用
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
 
 

同
族
会
社
の
行
為
又
は
計
算
の
否
認
規
定
は
、
・
多
く
の
場
合
、
収
益
の
処
分
行
為
に
つ
い
て
働
く
の
が
通
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
 
 

の
政
益
の
認
識
計
上
と
当
該
収
益
の
逸
分
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
こ
と
も
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
従
っ
て
、
資
産
の
無
償
譲
渡
 
 

又
ほ
低
額
譲
渡
に
よ
る
収
益
の
認
識
計
上
と
同
族
会
社
の
行
為
又
は
計
算
の
否
認
規
定
と
ほ
直
接
の
関
係
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

な
お
へ
松
沢
智
検
事
は
、
こ
の
点
に
つ
き
「
結
局
、
浩
一
三
二
条
と
二
二
条
二
項
と
の
関
係
は
、
二
二
条
が
所
得
金
額
の
計
算
の
一
般
原
 
 

則
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
二
二
条
に
よ
り
そ
の
行
為
計
算
が
収
益
概
念
に
包
摂
さ
れ
る
か
否
か
を
検
討
し
た
後
に
、
そ
の
行
 
 

為
計
算
を
前
提
と
す
る
限
り
収
益
と
は
な
り
え
な
い
が
、
当
該
同
族
会
社
に
お
い
て
、
そ
れ
が
異
常
不
合
理
な
経
済
取
引
が
行
な
わ
れ
租
税
 
 

回
避
が
な
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
の
み
、
公
平
負
担
の
見
地
か
ら
そ
の
行
為
計
算
の
否
認
を
検
討
す
る
規
定
が
法
一
三
二
条
で
あ
る
 
 

（
注
6
）
 
 

と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

（
注
l
）
 
税
務
訴
訟
資
料
四
四
号
八
〇
一
貫
、
民
集
二
〇
巻
五
号
二
四
六
貫
 
 
 



1
 
役
務
の
無
償
提
供
等
に
よ
る
収
益
と
そ
の
会
計
処
理
 
 

法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
は
、
資
本
等
取
引
以
外
の
取
引
の
例
示
と
し
て
無
償
賢
る
資
産
の
譲
渡
と
と
も
に
「
無
償
直
上
る
役
 
 

務
の
提
供
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
役
務
の
無
償
提
供
に
つ
い
て
も
、
考
え
方
と
し
て
ほ
前
記
二
の
2
及
び
3
に
お
い
・
て
検
討
↓
た
と
こ
 
 

ろ
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
役
務
の
無
償
提
供
又
は
低
額
提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
役
務
の
も
つ
時
価
相
当
額
の
経
済
的
価
 
 

値
が
提
供
者
か
ら
相
手
方
に
移
転
し
、
こ
れ
に
よ
り
当
該
役
務
の
も
つ
経
済
的
価
値
の
実
現
が
あ
っ
た
も
の
と
認
琶
れ
る
の
で
、
こ
の
実
現
 
 

価
値
を
当
該
取
引
に
係
る
収
益
と
し
て
、
そ
の
役
務
の
提
供
時
の
時
価
相
当
額
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
役
務
提
供
の
原
価
 
 

を
損
金
の
額
に
算
入
し
た
う
え
、
そ
の
役
務
の
提
供
が
無
償
の
と
き
は
役
務
の
時
価
相
当
額
、
低
額
の
と
き
は
時
価
と
対
価
と
の
差
額
相
当
額
 
 

こ
O
」
 

（
瀧
2
）
 
 
 

（
注
3
）
 
 

（
・
注
4
）
 
 

（
注
5
）
 
 

（
注
6
）
 
松
沢
智
著
「
租
税
実
体
法
」
四
二
貫
 
 

（
注
5
の
2
）
 
松
沢
智
著
「
租
税
実
体
法
」
三
五
～
∈
不
偏
 
 

三
 
役
務
の
無
償
提
供
等
に
よ
る
収
益
 
 

な
お
、
本
判
決
は
昭
和
四
十
年
改
正
前
の
旧
法
人
税
法
の
適
用
さ
れ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

税
務
訴
訟
資
料
八
二
号
七
四
一
貫
、
訟
務
月
報
二
l
巻
l
言
三
二
≡
ハ
ニ
貢
 
 

な
お
、
本
判
決
の
評
釈
に
つ
い
て
は
、
中
村
利
雄
稿
「
低
額
譲
渡
と
法
人
税
法
二
二
条
二
項
」
税
竺
○
巻
五
竺
四
喜
参
照
 
 

中
川
一
郎
編
「
法
人
税
法
コ
メ
ン
タ
ー
ル
」
A
一
八
七
〇
真
 
 

岡
右
 
A
一
八
七
〇
モ
一
八
七
一
貫
 
 

中
村
利
雄
稿
『
い
わ
ゆ
る
「
穏
れ
た
る
利
益
処
分
」
と
い
う
法
的
概
念
の
再
検
討
』
税
経
通
信
三
二
巻
妄
言
責
 
 



二
〇
二
 
 

が
そ
の
役
務
提
供
の
性
格
に
応
じ
相
手
方
に
対
す
る
寄
付
金
、
給
与
、
交
際
費
、
そ
の
他
の
費
用
等
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
 
 

る
。
そ
し
て
、
そ
の
収
益
の
認
識
計
上
と
当
該
収
益
の
処
分
及
び
同
族
会
社
町
行
為
計
算
の
否
認
と
ほ
直
接
の
関
係
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
役
務
の
無
償
提
供
に
よ
る
収
益
に
つ
い
て
も
資
産
の
無
償
譲
渡
砂
場
合
と
同
様
、
企
業
会
計
に
お
い
て
は
適
正
時
価
に
よ
る
経
理
 
 

の
当
否
は
未
だ
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
会
計
実
務
上
は
役
務
の
無
傲
提
供
に
よ
る
収
益
の
計
上
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
の
が
通
常
と
思
 
 

わ
れ
卑
し
か
も
、
資
産
の
無
償
譲
渡
の
場
合
に
 

な
わ
な
く
と
も
当
該
資
産
の
除
却
に
関
す
る
経
理
は
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
役
務
の
無
償
提
供
の
場
合
に
は
、
形
の
な
い
用
役
の
給
付
 
 

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
役
務
の
提
供
に
よ
る
収
益
と
こ
れ
に
対
応
す
る
原
価
と
の
個
別
的
な
対
応
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
従
っ
て
、
資
 
 

産
の
無
償
譲
渡
の
場
合
の
資
産
の
除
却
に
関
す
る
経
理
に
相
当
す
る
経
理
す
な
わ
ち
無
償
提
供
し
た
役
務
に
対
応
す
る
原
価
の
費
用
計
上
は
、
 
 

他
の
有
償
提
供
に
よ
る
も
の
と
一
括
し
て
行
な
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
電
気
事
業
者
が
電
力
、
ガ
ス
事
業
者
が
ガ
ス
、
 
 

鉄
道
事
業
者
が
旅
客
運
送
の
役
務
の
無
償
提
供
を
行
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
税
法
上
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
に
つ
き
、
「
電
力
料
」
、
「
ガ
ス
売
 
 

上
」
、
「
旅
客
運
賃
収
入
」
と
し
て
収
益
が
計
上
さ
れ
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
原
価
は
、
す
で
に
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
事
業
者
に
お
い
て
「
営
業
費
用
」
（
発
電
費
、
送
電
費
、
変
電
費
、
配
電
費
等
）
、
「
売
上
原
価
」
、
「
運
送
費
」
等
に
含
め
て
費
用
に
 
 

計
上
さ
れ
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。
ま
た
、
役
務
の
無
償
提
供
の
一
般
的
な
例
で
あ
る
無
利
息
融
資
に
つ
い
七
も
、
そ
れ
が
自
己
資
金
に
よ
 
 

り
貸
付
け
た
場
合
に
は
直
接
原
価
と
し
で
魚
用
に
計
上
す
べ
き
支
払
利
子
は
生
ぜ
ず
、
借
入
資
金
に
よ
り
貸
付
け
た
場
合
に
は
そ
の
借
入
金
 
 

の
利
子
は
す
で
に
費
用
に
計
上
済
で
届
り
、
前
例
と
同
様
と
な
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
役
務
の
無
償
提
供
の
場
合
に
ほ
、
目
的
物
が
役
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
▼
そ
の
提
供
に
よ
る
収
益
と
こ
れ
に
対
応
す
る
原
価
 
 

と
の
個
別
対
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
資
産
の
無
償
譲
渡
の
場
合
に
比
し
理
解
が
容
易
で
な
い
面
も
あ
る
が
、
前
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
 
 
 



に
両
者
の
間
に
本
質
的
な
差
異
は
な
く
、
従
っ
て
、
税
務
上
役
務
の
無
償
提
供
に
よ
る
収
益
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
 
 

対
応
す
る
原
価
ほ
法
人
の
経
理
上
す
で
に
費
用
に
計
上
済
で
あ
る
か
ら
、
当
該
収
益
の
益
金
算
入
と
同
額
の
経
済
的
利
益
の
相
手
方
へ
の
供
 
 

与
に
関
す
る
処
理
を
行
な
え
ば
足
り
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
相
手
方
に
供
与
し
た
経
済
的
利
益
の
額
が
全
額
損
金
算
入
を
認
め
ら
れ
 
 

る
も
の
で
あ
れ
ば
課
税
所
得
に
は
影
響
し
な
い
が
、
そ
れ
が
寄
付
金
、
交
際
費
等
、
隊
員
賞
与
町
よ
う
に
税
務
上
特
に
損
金
算
入
が
規
制
さ
 
 

れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
損
金
不
算
入
額
だ
け
課
税
所
得
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

な
お
、
役
務
の
無
償
提
供
に
よ
る
収
益
に
関
す
る
裁
判
例
と
し
て
は
、
法
人
所
有
の
土
地
建
物
を
傍
系
会
社
に
無
償
で
使
用
さ
せ
た
場
合
 
 

（
注
1
）
 
そ
の
賃
貸
料
相
当
額
ほ
法
人
の
益
金
を
構
成
す
る
と
し
た
昭
和
四
十
六
年
二
月
十
九
日
金
沢
地
方
裁
判
所
判
決
が
あ
る
。
 
 

（
注
1
）
 
税
務
訴
訟
資
料
六
二
号
二
〇
二
見
 
 

2
 
親
子
会
社
間
の
無
利
息
融
資
芯
関
す
る
判
決
と
そ
の
検
討
 
 

法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
「
無
償
に
よ
る
役
務
の
提
供
」
の
解
釈
等
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
の
取
引
 
 

（
注
1
）
 
 

の
一
形
態
で
あ
る
無
利
息
融
資
に
関
す
る
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
三
日
大
辞
地
方
裁
判
所
判
決
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
を
試
み
る
こ
と
 
 

と
す
る
。
 
 
 

こ
の
判
決
は
、
①
無
利
息
融
資
に
よ
る
収
益
の
発
生
の
有
無
、
②
無
利
息
融
資
に
つ
い
て
の
租
税
回
避
行
為
の
有
無
、
③
寄
付
金
の
患
義
、
 
 

を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
事
案
に
対
す
る
も
の
で
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
l
一
項
の
解
釈
及
び
今
後
の
税
務
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
問
題
 
 

点
を
含
ん
で
い
る
。
（
な
お
、
木
件
は
課
税
庁
が
敗
訴
し
現
在
控
訴
中
で
あ
る
。
）
 
 
 

川
 
事
案
の
概
要
 
 

二
〇
三
 
 
 



二
〇
四
 
 

①
 
原
告
Ⅹ
会
社
は
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
三
日
に
織
物
、
織
絶
製
品
、
雑
貨
の
売
買
及
び
貿
易
を
目
的
と
し
て
資
本
金
一
〇
〇
万
円
（
昭
 
 

和
四
十
年
十
一
月
三
十
日
現
在
一
、
九
〇
〇
万
円
）
で
、
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
で
あ
り
、
訴
外
A
会
社
ほ
、
昭
和
三
十
七
年
十
1
月
1
 
 

日
に
織
維
、
化
成
品
の
製
造
販
売
．
を
目
的
と
し
て
資
本
金
五
〇
〇
万
円
（
昭
和
四
十
年
十
一
月
三
十
日
現
璽
「
0
0
0
万
円
）
で
設
立
 
 

さ
れ
た
株
式
会
社
で
、
昭
和
四
十
年
十
一
月
三
十
日
現
在
に
お
け
る
発
行
済
株
式
四
〇
、
0
0
0
株
の
う
ち
一
六
、
〇
二
八
棟
（
四
〇
％
 
 

強
）
を
Ⅹ
会
社
が
保
有
し
て
お
り
・
、
両
会
社
と
も
税
法
上
の
同
族
会
社
で
あ
る
。
 
 

②
 
と
こ
ろ
で
、
Ⅹ
会
社
は
、
A
会
社
設
立
一
か
月
後
の
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
日
A
会
社
に
対
し
事
業
連
成
を
援
助
す
る
目
的
で
、
 
 

期
間
を
三
年
に
限
り
四
、
0
0
0
万
円
を
限
度
と
し
て
無
利
息
で
融
資
す
る
契
約
を
締
結
し
て
そ
の
融
資
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
、
Ⅹ
会
 
 

社
は
、
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
事
業
年
度
（
以
下
「
三
十
九
年
度
」
と
い
う
。
）
及
び
 
 

昭
和
三
十
九
年
十
二
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
事
業
年
度
（
以
下
「
四
十
年
度
」
と
い
う
。
）
 
の
法
人
税
の
確
定
 
 

申
告
に
際
し
A
会
社
に
対
す
る
貸
付
金
は
無
利
息
融
資
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
利
息
の
発
生
す
る
余
地
は
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
の
取
 
 

引
を
所
得
金
額
に
関
係
さ
せ
ず
申
告
し
た
。
 
 
 

こ
．
れ
に
対
し
被
告
Y
税
務
署
長
は
、
Ⅹ
会
社
が
A
会
社
に
無
利
息
融
資
し
た
こ
と
は
、
貸
付
金
の
対
価
と
し
て
通
常
収
受
す
べ
き
利
息
 
 

（
注
）
 
 

相
当
額
の
経
済
的
利
益
を
A
社
に
無
償
供
与
し
た
こ
と
に
な
る
と
認
定
し
、
寄
付
金
の
損
金
不
算
入
計
算
を
行
な
い
、
三
十
九
年
度
分
に
 
 

っ
い
て
は
二
、
〇
六
一
、
〇
一
三
円
、
四
十
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
二
、
五
入
二
、
一
三
四
円
を
そ
れ
ぞ
れ
申
告
所
得
金
額
に
加
算
し
て
 
 

更
正
処
分
を
行
な
っ
た
。
 
 
 

（
注
）
 
利
息
相
当
額
の
計
算
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

（
同
時
）
 
（
軍
営
椙
藩
油
壷
洩
議
）
 
（
令
蓋
世
）
 
（
堂
妙
義
此
労
）
 
 

∴
 

－
∵
■
十
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Ⅹ
会
社
ほ
、
こ
の
課
税
処
分
を
不
服
七
し
て
、
異
議
申
立
て
及
び
審
査
請
求
を
経
て
処
分
の
硬
消
し
を
求
め
て
出
訴
し
た
。
 
 

③
 
Y
税
務
署
長
は
、
Ⅹ
会
社
の
右
無
利
息
融
資
の
利
息
相
当
額
を
寄
付
金
と
認
定
し
、
寄
付
金
の
限
度
超
過
額
の
損
金
算
入
を
否
認
し
 
 

た
理
由
に
つ
い
て
、
Ⅹ
会
社
が
本
件
融
資
を
行
な
う
に
当
た
り
、
こ
れ
を
無
利
息
と
し
た
こ
と
は
、
法
人
税
の
負
担
を
不
当
に
軽
減
す
る
 
 

こ
と
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
仮
妃
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
企
業
と
し
て
の
経
済
的
合
理
性
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
人
 
 

税
の
負
担
を
不
当
に
免
れ
る
結
果
と
な
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
、
本
件
融
資
の
利
息
相
当
額
を
寄
付
金
と
認
定
し
て
更
正
 
 

し
た
未
件
処
分
ほ
適
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
Ⅹ
会
社
は
、
A
会
社
に
対
す
る
本
件
無
利
息
融
資
ほ
、
事
業
活
動
の
一
環
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
、
不
合
理
不
自
然
な
 
 

も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
法
人
税
の
負
担
を
不
当
に
回
避
軽
減
し
た
も
の
で
ほ
な
い
。
従
っ
て
、
本
件
融
資
の
利
息
相
当
額
を
事
業
活
動
 
 

に
関
係
が
な
い
も
の
と
し
て
寄
付
金
七
認
定
し
た
本
件
処
分
ほ
違
法
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
 
 

拗
 
判
決
要
旨
 
 

判
決
は
、
Y
税
務
署
長
の
右
処
分
を
違
法
と
し
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 
 

①
 
Ⅹ
会
社
は
A
会
社
に
対
し
無
利
息
の
約
定
で
本
件
融
資
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
私
法
上
の
効
力
と
し
て
は
、
A
会
社
に
対
す
 
 

る
利
息
債
権
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
私
法
上
の
効
力
を
そ
の
ま
ま
税
法
上
も
是
認
す
る
時
は
、
 
 

Ⅹ
会
社
ほ
A
会
社
か
ら
法
人
税
法
所
定
の
益
金
と
な
る
べ
き
収
益
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
利
息
相
当
額
に
つ
き
課
税
す
る
余
地
 
 

は
な
い
筈
の
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
Ⅹ
会
社
が
本
件
融
資
を
す
る
に
あ
た
り
無
利
息
と
し
た
こ
と
が
、
私
法
上
許
さ
れ
た
法
形
式
を
濫
用
す
る
こ
と
に
よ
 
 

り
、
租
税
負
担
を
不
当
に
回
避
し
ま
た
軽
減
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
意
図
し
た
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
 
 

二
〇
五
 
 
 



二
〇
六
 
 
 

無
利
息
と
す
る
こ
と
が
経
済
的
合
理
性
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
様
な
場
合
に
は
、
実
質
的
に
み
て
租
税
負
担
の
公
 
 
 

平
の
原
則
に
反
す
る
結
果
と
な
る
か
ら
、
右
無
利
息
融
資
行
為
を
い
わ
ゆ
る
租
税
回
避
行
為
と
し
て
、
税
法
上
相
対
的
に
否
認
し
て
本
来
 
 
 

の
実
情
に
適
合
す
べ
き
法
形
式
の
行
為
に
引
き
直
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
課
税
し
う
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

②
 
本
件
無
利
息
融
資
は
、
文
金
社
が
子
会
社
た
る
A
会
社
の
泰
業
達
成
を
授
功
し
、
そ
の
早
期
育
成
を
期
し
、
早
期
に
A
会
社
か
ら
利
 
 
 

潤
の
還
元
料
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
企
業
と
し
て
の
利
潤
追
求
の
一
手
段
に
外
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
的
Ⅹ
会
社
と
 
 
 

A
会
社
と
の
蘭
に
は
、
A
会
社
の
欝
績
が
伸
び
れ
ば
、
Ⅹ
会
社
も
そ
れ
に
伴
い
A
会
社
に
対
す
る
原
材
料
の
納
入
お
よ
び
A
会
社
か
ら
の
 
 
 

商
品
の
仕
入
の
量
が
増
加
し
、
そ
れ
だ
け
利
潤
が
あ
が
る
と
い
う
関
係
が
あ
る
こ
と
、
伺
本
件
無
利
息
融
資
は
、
A
会
社
が
資
金
難
の
状
 
 
 

況
下
に
あ
り
、
設
立
当
初
の
事
業
年
度
に
お
い
て
若
干
な
が
ら
も
欠
損
を
計
上
し
て
い
て
、
融
資
に
対
す
る
利
息
を
支
払
う
経
済
的
能
力
 
 
 

は
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
止
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
認
さ
れ
、
本
件
無
利
息
融
資
ほ
そ
れ
自
体
Ⅹ
会
社
の
利
 
 
 

潤
追
求
の
た
め
の
事
業
活
動
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
経
済
的
合
理
性
を
全
く
無
視
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
 
 
 

た
が
っ
て
、
Ⅹ
会
社
が
A
会
社
に
無
利
息
で
融
資
し
た
こ
と
に
よ
り
租
税
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
結
果
に
な
↓
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
不
 
 
 

当
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件
無
利
息
融
資
は
、
租
税
負
担
を
不
当
に
回
避
し
、
ま
た
は
軽
減
す
る
意
図
に
出
た
も
の
と
も
、
 
 
 

経
済
的
合
理
性
を
全
く
無
視
し
た
も
の
と
も
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
租
税
回
避
行
為
に
あ
た
る
と
ほ
い
え
ず
、
そ
の
無
利
息
の
約
定
の
私
 
 
 

法
上
の
効
力
を
税
法
上
否
認
す
べ
き
理
由
ほ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

㈲
 
検
討
 
 
 

①
 
前
提
 
 
 

本
件
の
三
十
九
年
度
分
の
法
人
税
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
に
よ
る
改
正
前
の
旧
法
人
税
法
が
、
四
十
年
度
分
の
法
人
 
 
 



税
に
つ
い
て
は
改
正
後
の
現
行
法
人
税
法
が
そ
れ
ぞ
れ
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
現
行
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
賓
の
益
金
の
額
の
範
 
 

囲
は
旧
法
人
税
法
第
九
粂
第
一
項
の
．
「
総
益
金
」
の
解
釈
を
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
現
行
法
人
税
法
欝
三
十
七
条
第
五
項
及
び
 
 

第
六
項
の
寄
付
金
の
範
囲
も
旧
法
人
税
法
第
九
条
第
三
項
の
「
寄
付
金
」
の
解
釈
に
関
す
る
取
扱
い
（
旧
法
人
税
基
本
通
達
「
七
七
」
）
を
 
 

明
文
化
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
、
以
下
、
、
現
行
故
人
税
法
に
よ
っ
一
て
校
訂
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

②
 
無
利
息
融
資
に
よ
る
収
益
と
租
税
回
避
行
為
 
 
 

判
決
は
、
ま
ず
、
法
人
が
無
利
息
の
約
定
で
融
資
を
行
な
っ
た
場
合
に
▲
ほ
、
私
法
上
の
効
力
と
し
て
は
、
貸
主
に
は
利
息
債
権
が
発
生
し
 
 

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
㌣
こ
の
私
法
上
の
効
力
を
そ
の
ま
ま
税
法
上
も
是
認
す
る
と
き
は
、
貸
主
は
借
主
か
ら
法
人
税
法
上
益
金
と
な
 
 

る
べ
き
収
益
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
む
、
利
息
相
当
額
に
つ
き
課
税
す
べ
き
余
地
は
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
1
無
利
息
融
資
が
私
 
 

法
上
許
さ
れ
た
法
形
式
を
濫
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
租
税
負
担
を
不
当
に
回
避
又
ほ
軽
減
す
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
 
 

無
利
息
と
す
る
こ
と
が
経
済
的
合
理
性
を
全
く
無
視
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
右
無
利
息
融
資
を
租
税
回
避
行
為
と
し
 
 

て
、
税
法
上
は
そ
の
行
為
を
否
認
し
て
本
来
の
実
情
に
適
合
す
べ
き
法
形
式
の
行
為
に
引
直
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
課
税
し
得
る
と
 
 

し
、
次
い
で
」
本
件
の
無
利
息
融
資
は
ハ
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。
 
 
 

本
判
決
の
い
う
よ
ケ
に
▼
、
親
子
会
社
間
の
無
利
息
融
資
紅
よ
っ
て
畔
益
金
と
な
る
べ
き
収
益
の
発
生
す
る
余
地
が
な
い
と
い
う
よ
う
な
考
 
 

え
方
を
押
し
進
め
る
と
、
資
産
の
無
償
譲
渡
（
贈
与
）
が
あ
っ
た
場
合
匿
も
、
私
法
上
の
効
力
と
し
て
桔
、
譲
渡
者
に
は
代
金
請
求
橡
が
発
 
 

生
せ
ず
相
手
方
か
ら
益
金
と
な
冬
べ
き
収
・
益
を
得
て
い
な
い
か
ら
、
課
税
す
べ
き
余
地
は
な
い
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
、
本
件
の
よ
う
な
親
 
 

子
関
係
は
な
く
と
も
経
済
的
に
相
互
に
密
接
な
依
存
関
係
に
あ
る
取
引
先
の
危
機
に
際
し
、
こ
れ
を
援
助
す
る
た
め
に
し
た
経
済
的
利
益
の
 
 

無
償
供
与
も
、
▼
法
人
税
法
上
の
益
金
の
轟
生
原
因
と
ほ
な
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 

二
〇
七
 
 
 



二
〇
八
 
 

∴
 

不
明
確
で
あ
る
場
合
、
す
な
わ
ち
税
法
の
こ
れ
ら
の
規
定
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
課
税
し
得
な
い
場
合
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
承
件
無
利
息
融
 
 

資
の
よ
ケ
に
税
法
に
特
別
な
取
扱
い
を
明
ら
か
に
し
た
規
定
（
法
人
税
琴
一
十
二
重
一
項
）
く
が
あ
る
場
合
に
は
へ
租
税
回
避
行
為
を
論
ず
る
 
 

意
で
も
な
く
▲
、
妾
め
利
息
相
当
額
ほ
法
人
税
法
上
の
益
金
の
額
を
構
成
す
る
も
の
と
い
わ
ぎ
啓
を
得
な
．
い
巧
ま
た
、
そ
れ
ほ
同
族
会
社
の
行
 
 

為
計
算
の
否
認
規
定
を
ま
つ
ま
で
も
な
い
こ
と
も
、
す
で
に
検
討
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
本
件
の
核
心
で
あ
る
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
つ
い
て
直
接
の
判
断
を
回
避
し
、
一
般
的
な
租
税
回
 
 

避
行
為
に
該
当
す
る
か
否
か
の
判
断
の
み
に
終
始
し
、
本
件
無
利
息
融
資
を
租
税
回
避
行
為
に
当
た
ら
な
い
と
し
そ
結
論
を
導
く
に
至
っ
た
 
 

痙
諭
構
成
に
は
、
同
条
項
と
の
関
係
か
ら
問
題
が
あ
り
、
結
論
を
含
め
て
本
判
決
に
ほ
賛
成
で
き
な
・
い
。
 
 

す
で
に
検
許
し
た
ょ
う
に
、
落
人
税
法
上
は
無
利
息
融
資
に
つ
い
て
も
「
無
償
に
よ
る
役
務
彷
提
供
」
と
し
て
、
遍
常
収
受
す
べ
き
利
息
 
 

相
当
額
が
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
Ⅹ
会
社
ほ
そ
の
利
息
相
当
額
の
対
価
を
収
受
し
て
お
ら
ず
、
A
会
社
は
通
常
支
払
う
べ
き
で
あ
る
利
息
相
当
額
の
経
済
的
利
 
 

益
萱
草
受
し
て
い
る
の
で
、
Ⅹ
会
社
は
A
会
社
に
対
し
利
息
相
当
額
の
経
済
的
利
益
を
供
与
し
た
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
こ
の
経
済
的
利
益
の
無
償
の
供
与
が
事
業
経
費
と
し
て
損
金
の
額
に
軍
人
さ
れ
を
の
か
又
は
「
別
段
の
定
空
の
あ
る
寄
付
金
 
 

に
該
当
す
る
の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

判
決
隠
∵
前
述
の
と
お
り
、
、
こ
の
点
虹
つ
き
直
接
の
判
断
を
せ
ず
、
租
税
負
担
の
不
当
回
避
に
替
る
か
否
か
と
い
う
一
般
論
的
な
点
か
ら
 
 

の
判
断
の
ま
ま
に
終
っ
そ
い
る
。
も
っ
と
も
、
本
件
無
利
息
融
資
が
Ⅹ
会
社
の
「
企
業
と
し
て
一
の
利
潤
追
琴
竺
手
堅
又
は
「
利
潤
追
求
 
 
 

．
③
 
利
息
相
当
額
の
無
償
供
与
と
寄
付
金
一
 
 



の
た
め
の
事
業
活
動
」
∵
で
あ
．
を
ら
と
を
繰
返
し
認
定
し
て
い
争
」
と
は
、
本
件
無
利
息
融
資
の
寄
付
金
性
を
否
定
し
だ
む
あ
と
認
吟
右
ご
憂
 
 

も
で
き
る
も
の
の
「
1
そ
れ
は
ィ
ノ
「
無
償
に
よ
る
役
務
の
提
供
」
（
法
人
税
法
二
二
条
二
項
）
又
は
「
経
済
的
な
利
益
ゐ
無
償
の
供
与
」
（
河
」
二
七
 
 

姦
五
項
）
に
該
当
し
な
い
と
い
サ
意
味
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
に
は
該
当
す
る
が
寄
付
金
か
ら
除
外
さ
れ
る
事
業
経
費
（
同
三
七
粂
 
 

五
項
か
．
つ
と
書
）
と
認
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
 
 

そ
こ
短
、
次
に
寄
付
金
の
性
格
及
び
税
務
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
検
討
し
、
本
件
利
息
相
当
額
の
処
理
の
当
否
に
論
及
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

へ
注
り
一
）
 
 

「
寄
付
金
」
、
と
い
シ
用
語
は
税
法
に
お
い
て
の
み
用
い
ら
れ
、
他
に
法
律
用
語
と
し
て
凪
い
ら
れ
て
い
な
い
の
で
1
・
そ
の
意
味
内
容
■
は
必
 
 

ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
法
人
税
法
第
三
十
七
条
第
五
項
で
は
「
金
銭
そ
の
他
の
資
産
又
は
経
済
的
な
利
益
の
贈
与
又
は
無
倣
の
 
 

供
与
」
▼
と
規
定
し
て
．
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
寄
付
金
は
民
法
上
の
「
贈
与
」
の
一
形
態
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
漁
第
五
四
九
条
ぽ
、
 
 

↓
贈
与
ハ
当
事
者
ノ
一
方
力
自
己
ノ
財
産
ヲ
無
償
1
〓
ア
相
手
方
二
与
フ
ル
意
思
ヲ
表
示
シ
相
手
方
力
受
諾
ヲ
為
ス
ニ
田
リ
テ
其
効
力
ヲ
生
 
 

え
」
∴
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
寄
付
金
も
こ
れ
に
鼓
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
⊥
民
法
上
の
「
贈
与
」
が
直
ち
虻
税
 
 

法
上
の
・
「
寄
付
金
」
と
な
る
と
時
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、
法
人
が
得
意
先
に
配
付
す
る
見
本
品
又
は
試
用
品
、
従
業
員
又
ほ
得
意
先
の
慶
弔
、
 
 

禍
福
に
際
じ
支
出
す
る
金
品
等
は
「
民
法
上
は
贈
与
と
な
る
妨
税
法
上
又
は
企
業
会
計
上
ほ
見
本
品
費
（
広
告
宣
伝
費
、
福
利
厚
生
費
、
交
 
 

際
費
等
の
営
業
経
費
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
事
業
の
遂
行
上
直
接
の
必
要
に
基
づ
く
贈
与
は
寄
付
金
と
は
な
ら
な
い
の
で
、
法
人
税
法
第
 
 

三
十
七
粂
欝
五
項
で
は
こ
れ
ら
の
賢
用
は
寄
付
金
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
 

資
産
玖
贈
与
又
は
経
済
的
な
利
益
の
恋
敵
の
供
与
の
う
ち
事
業
か
遂
行
に
直
紛
必
要
な
 

ず
㌃
町
で
あ
る
が
1
そ
れ
破
婚
与
老
の
為
す
給
付
自
体
に
称
し
て
報
酬
と
し
て
臥
反
対
給
付
が
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、
贈
与
者
が
贈
 
 

∴
な
お
、
未
川
階
隠
は
、
民
法
上
払
「
無
償
」
㌧
望
息
殊
に
つ
い
て
∴
「
こ
こ
に
無
償
と
い
ふ
の
は
、
何
ら
の
対
価
を
も
受
け
ぬ
こ
と
を
意
味
 
 

∴
卜
・
・
㌧
 
 
 





れ
、
資
本
等
取
引
に
は
資
本
等
の
金
額
の
増
減
の
は
か
「
法
人
が
行
う
利
益
又
は
剰
余
金
の
分
配
」
も
含
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
 
（
注
4
）
 
 

利
益
又
は
剰
余
金
の
分
配
と
は
、
株
式
配
当
、
相
互
会
社
の
契
約
者
配
当
、
協
同
組
合
の
事
業
分
量
配
当
等
を
い
う
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、
 
 

従
っ
て
、
寄
付
金
、
役
員
賞
与
、
使
用
人
賞
与
を
利
益
処
分
に
よ
り
支
出
し
て
も
、
こ
こ
に
い
う
利
益
の
分
配
－
資
庫
等
取
引
に
は
該
当
し
 
 

な
い
の
で
、
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
寄
付
金
又
ほ
使
用
人
賞
与
を
確
定
し
 
 

た
決
算
に
お
け
る
利
益
処
分
転
よ
り
支
出
し
た
場
合
に
は
、
損
金
の
額
に
算
入
し
な
い
旨
の
規
定
を
特
に
設
け
（
法
人
税
浩
三
豆
粂
三
項
、
 
 

三
七
条
一
項
）
、
ま
た
、
役
員
賞
与
に
つ
い
て
も
損
金
不
算
入
の
別
段
の
定
め
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
（
同
三
五
条
一
項
）
。
寄
付
金
、
役
 
 

員
賞
与
、
使
用
人
賞
与
等
が
利
益
の
分
配
に
該
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
別
段
の
定
め
を
要
せ
ず
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
の
基
本
 
 

規
定
に
よ
り
当
然
損
金
不
算
入
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
原
価
計
算
基
準
が
寄
付
金
を
非
原
価
項
目
の
う
ち
「
経
営
目
的
に
閑
適
し
な
 
 

い
価
値
の
減
少
」
に
例
示
し
、
「
そ
の
他
利
益
剰
余
金
に
課
す
る
項
目
」
．
に
掲
げ
な
か
っ
た
こ
と
及
び
特
定
業
種
で
は
あ
る
が
建
設
漂
及
び
 
 

海
運
業
の
損
益
計
算
書
で
寄
付
金
空
般
管
理
費
の
項
目
に
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
寄
付
金
は
企
業
会
計
上
も
費
用
性
を
有
す
る
 
 

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
点
に
つ
き
中
州
一
郎
氏
ほ
、
「
法
人
の
事
業
活
動
と
全
く
関
係
の
な
い
財
産
の
出
損
で
、
あ
れ
ば
、
法
人
の
課
税
所
得
の
計
算
上
損
金
 
 

に
算
入
さ
れ
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
寄
付
金
ほ
、
原
則
的
に
損
金
に
算
入
さ
れ
ず
、
す
べ
て
利
益
処
分
に
ょ
る
鬼
の
と
い
う
こ
 
 

（
注
5
）
 
と
に
な
る
。
」
と
述
べ
、
寄
付
金
の
損
金
算
入
は
、
あ
く
ま
で
例
外
的
な
立
法
措
置
に
ょ
る
も
の
で
あ
り
、
寄
付
金
は
原
則
と
し
て
損
金
に
 
 

算
入
さ
れ
な
い
と
の
前
提
の
も
と
に
、
「
い
か
に
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の
贈
与
ま
た
は
経
済
的
な
利
益
の
無
償
の
供
与
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
 
 

（
注
6
）
 
が
法
人
の
事
業
活
動
に
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
寄
付
金
に
は
該
当
し
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
寄
付
金
の
範
囲
を
経
め
て
狭
く
 
 

解
釈
し
て
い
る
。
 
 

二
ニ
ー
 
 
 



二
三
一
 

も
か
し
、
法
人
ほ
個
人
の
よ
う
に
消
費
生
活
を
営
ま
ず
利
益
の
追
求
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法
人
が
支
出
す
 
 

る
も
の
セ
事
業
活
動
に
関
連
し
な
い
も
の
は
（
役
員
等
個
人
が
負
担
す
べ
き
も
の
を
除
い
て
ほ
〕
J
あ
ゃ
得
ず
、
∴
何
等
か
¢
形
で
事
業
活
動
に
 
 

関
連
t
て
い
る
ほ
ず
で
あ
る
か
ら
、
法
人
の
行
為
か
ら
生
じ
た
損
費
は
、
た
と
え
そ
れ
が
取
締
役
の
忠
実
義
務
違
反
の
も
の
昔
や
っ
て
も
ハ
 
 

す
べ
て
藩
業
活
動
か
ち
生
じ
た
も
の
で
あ
る
去
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
吊
そ
し
て
ハ
そ
の
支
出
は
潜
入
め
純
資
産
を
減
少
さ
せ
る
庵
の
で
昂
 
 

る
か
ら
ハ
・
そ
れ
は
営
業
経
費
と
ん
て
翫
力
扱
わ
れ
な
い
ま
で
滝
、
ゝ
い
わ
ゆ
る
損
失
で
参
る
と
ょ
に
変
乃
ほ
な
く
、
、
法
人
税
法
第
二
十
l
L
粂
第
 
 

三
項
第
こ
号
又
ほ
第
三
号
に
よ
サ
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
？
て
、
税
法
上
の
寄
付
金
は
、
旗
人
の
専
業
 
 

活
動
に
全
く
関
係
の
な
い
も
の
の
み
を
い
う
の
で
は
な
く
、
法
人
の
な
す
給
付
と
直
接
の
対
価
関
係
が
な
い
も
の
又
は
そ
の
蓋
然
性
の
稀
薄
 
 

な
も
の
も
含
ま
れ
る
も
の
七
解
す
べ
き
で
あ
る
▼
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
」
沐
件
腰
利
息
融
資
は
、
ま
さ
に
法
人
税
法
第
三
十
七
条
第
五
項
の
▲
「
経
済
的
な
利
益
の
無
償
の
供
与
」
に
あ
た
 
 

る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
凝
っ
て
、
そ
の
利
息
相
当
額
が
寄
付
金
の
贋
肛
男
入
さ
れ
る
こ
と
と
徹
る
（
本
件
無
利
息
融
資
が
判
決
の
認
定
の
 
 

よ
う
忙
「
企
業
と
し
て
の
利
潤
追
求
の
一
手
段
」
又
は
「
利
潤
追
求
の
た
め
の
事
業
活
動
」
セ
透
っ
美
と
ん
て
も
、
、
そ
れ
は
無
利
息
融
資
を
 
 

為
す
l
に
至
っ
た
勒
故
に
す
ぎ
ず
、
給
対
頂
体
に
対
す
る
層
償
性
を
妨
げ
る
も
の
で
偲
華
い
ぺ
 
 

ま
た
、
▼
判
決
が
本
件
無
利
息
融
資
を
Ⅹ
会
社
の
利
潤
追
求
の
た
め
の
事
業
活
動
で
あ
る
と
認
定
し
、
直
ち
に
そ
の
寄
付
金
性
を
否
定
し
た
 
 

こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
。
．
す
な
わ
ち
」
A
会
社
は
Ⅹ
会
社
の
子
会
社
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
Ⅹ
会
社
の
株
式
保
有
割
合
ほ
四
十
％
 
 

強
で
あ
る
に
す
ぎ
ザ
、
従
っ
て
、
．
親
会
社
の
援
助
に
よ
り
子
会
社
の
あ
げ
た
利
潤
滝
六
十
％
相
当
額
ほ
親
会
社
に
還
元
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
 
 

ら
か
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
認
定
を
す
れ
ば
子
会
社
で
な
一
く
と
も
何
程
か
の
藤
式
を
傑
有
し
て
い
】
▼
局
会
社
に
無
利
息
融
資
を
し
た
場
合
に
も
、
 
 

サ
バ
て
寄
付
金
檻
ほ
該
当
⊥
な
い
こ
と
と
な
っ
セ
ん
牽
い
不
合
理
敢
結
果
士
な
る
（
現
行
法
人
魂
海
は
個
々
の
津
人
を
簡
裁
主
体
せ
⊥
て
」
 
 
 



そ
れ
ぞ
れ
の
担
税
力
に
応
じ
て
課
税
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
由
係
会
社
の
損
益
を
合
算
し
て
課
税
す
る
方
式
は
採
用
し
て
い
な
い
。
）
り
 
 

以
上
検
討
し
た
と
お
り
、
本
判
決
の
理
由
に
は
多
大
の
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
 
 

四
 
資
産
の
無
償
譲
受
け
等
に
よ
る
収
益
 
 
 

l
 
企
業
会
計
上
の
取
扱
い
 
 

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
企
業
会
監
お
い
て
ほ
、
資
産
を
無
償
譲
渡
又
は
億
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
資
産
の
適
正
時
価
等
虹
 
 

二
二
二
．
二
 
 
 

（
注
1
）
 
税
務
訴
訟
資
料
六
六
号
〓
一
二
貢
 
 

（
注
2
）
 
法
律
で
寄
付
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
政
治
資
金
規
正
法
が
あ
り
、
同
法
に
お
い
て
「
寄
付
と
は
、
金
銭
、
物
品
そ
の
他
の
 
 

財
産
上
の
利
益
の
供
与
又
は
交
付
、
そ
の
供
与
又
は
交
付
の
約
束
で
党
費
、
会
費
そ
の
他
債
務
の
履
行
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
以
外
の
も
の
を
 
 

い
う
。
」
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
五
条
二
項
）
。
 
 

ま
た
、
原
価
計
算
基
準
五
の
H
の
・
2
で
は
、
「
寄
付
金
等
で
あ
っ
て
経
常
目
的
、
に
関
連
し
な
い
支
出
」
を
非
原
価
項
目
の
一
．
つ
と
・
し
て
例
示
 
 

し
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
は
企
業
会
計
原
則
筆
に
は
「
寄
付
金
」
の
用
語
は
見
当
ら
な
い
ぺ
 
 

な
お
、
瀬
定
事
業
を
営
心
法
人
の
財
務
諸
表
、
例
え
ば
建
設
業
法
施
行
規
則
第
十
条
別
記
様
式
第
十
六
号
損
益
計
算
書
又
は
海
運
企
業
財
務
 
 

諸
表
準
則
別
表
竺
号
表
損
益
計
算
書
に
は
、
一
般
管
理
費
の
一
項
目
と
し
て
「
寄
付
金
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 

（
注
3
）
．
東
川
博
著
「
債
権
各
論
（
第
一
部
）
」
一
五
－
一
六
貢
 
 

（
注
射
）
 
青
年
田
勲
「
改
正
税
法
詳
解
」
税
務
弘
報
〓
ニ
聾
ハ
号
 
八
八
六
貢
 
 

（
注
5
）
．
中
川
一
触
「
親
会
社
の
子
会
社
に
対
す
る
無
利
息
融
資
」
シ
ュ
ト
ニ
ル
七
〇
号
 
三
二
苫
 
 

（
注
6
）
 
同
 
右
 
主
三
頁
 
 
 



二
一
四
 
 

よ
 

無
償
譲
受
け
の
場
合
に
は
、
そ
の
無
償
取
得
資
産
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
適
正
時
価
等
で
受
け
入
れ
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
譲
受
 
 

け
に
よ
る
収
益
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
ほ
資
本
取
引
に
係
る
収
益
と
し
て
資
本
剰
余
金
（
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
）
に
属
す
る
も
の
と
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
資
本
取
引
の
範
囲
に
つ
い
て
ほ
、
企
業
体
概
念
の
相
違
に
よ
り
従
来
は
企
業
会
計
と
商
法
及
び
税
法
と
の
間
に
大
 
 

幅
な
差
異
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
企
業
会
計
に
お
い
て
は
、
法
人
企
業
を
株
主
等
か
ら
独
立
し
た
企
業
実
体
（
P
s
i
n
e
s
s
〉
e
n
t
i
t
y
）
と
し
 
 

て
把
え
て
い
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
項
目
を
も
資
本
取
引
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
資
本
剰
余
金
に
含
ま
れ
る
も
の
 
 

と
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
商
法
及
び
税
法
は
法
人
企
業
を
資
本
主
の
立
場
で
把
え
、
株
主
等
の
拠
出
資
本
を
も
っ
て
資
本
と
観
念
し
て
い
 
 

る
た
め
、
法
人
と
資
本
主
と
の
間
に
生
じ
た
取
引
で
な
い
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
項
目
は
損
益
取
引
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
資
本
準
備
 
 

金
又
は
資
本
積
立
 

と
こ
ろ
が
、
晦
和
四
十
九
年
の
商
法
改
正
に
よ
り
、
監
査
役
監
査
の
強
化
及
び
会
計
監
査
人
監
査
制
度
の
新
設
等
の
監
査
制
度
の
拡
充
並
 
 

び
に
会
計
に
関
す
る
規
定
の
整
備
が
図
ら
れ
、
特
に
、
「
商
業
帳
蒋
ノ
作
成
二
関
ス
ル
規
定
ノ
解
釈
二
付
テ
ハ
公
正
ナ
ル
会
計
慣
行
ヲ
掛
酌
 
 

ス
べ
シ
」
 
（
商
法
三
二
条
二
項
）
と
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
商
法
監
査
と
証
券
取
引
法
監
査
と
の
監
査
茎
準
の
一
元
化
の
要
 
 

請
か
ら
昭
和
四
十
九
年
八
月
に
企
業
会
計
原
則
の
修
正
が
行
な
わ
れ
、
新
企
業
会
計
原
則
で
ほ
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
に
つ
い
て
は
、
 
 

資
本
剰
余
金
の
性
格
に
つ
い
て
の
従
来
ど
お
り
の
考
え
方
を
残
し
っ
つ
、
実
務
上
は
商
法
に
合
せ
て
処
分
可
能
利
益
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
 
 

と
し
、
商
法
と
の
調
整
を
因
っ
て
い
る
。
 
 
 

そ
こ
で
、
以
下
、
こ
の
↓
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
に
対
す
る
企
業
会
計
上
の
考
え
方
及
び
商
法
と
の
調
整
方
法
並
び
に
無
償
取
得
資
産
 
 
 



の
貸
借
河
豚
泰
価
額
に
つ
い
て
考
察
す
を
」
と
と
す
る
。
 
 
 

川
 
ノ
資
本
剰
余
金
と
資
本
積
立
金
、
資
本
準
備
金
と
の
差
異
 
 
 

企
賢
の
利
益
又
は
所
得
の
決
定
に
関
し
て
は
、
ま
ず
、
資
本
取
引
と
損
益
取
引
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
会
計
原
則
は
、
 
 

こ
れ
を
「
資
本
取
引
と
損
益
取
引
と
を
明
瞭
に
区
分
し
、
特
に
資
本
剰
余
金
と
利
益
剰
余
金
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
表
現
し
て
 
 

い
る
．
（
一
般
原
則
三
）
。
ま
た
、
剰
余
金
と
は
、
会
社
の
純
資
産
額
が
法
定
資
本
の
額
を
こ
え
る
部
分
の
金
額
を
い
い
（
注
解
1
9
）
、
こ
の
う
 
 

ち
資
本
額
引
か
ら
生
じ
た
剰
余
金
を
資
本
剰
余
金
、
損
益
取
引
か
ら
生
じ
た
剰
余
す
な
わ
ち
利
益
の
留
保
額
か
ら
な
る
剰
余
金
を
利
益
剰
余
 
 

金
と
呼
ん
で
い
る
（
注
解
2
）
。
税
法
も
お
お
む
ね
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
を
資
本
積
立
金
、
利
益
積
立
金
と
名
付
け
、
資
本
取
引
と
損
益
 
 

取
引
と
を
区
別
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
資
本
取
引
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
企
業
体
概
念
の
相
違
に
よ
り
両
者
の
間
に
は
著
し
い
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
会
計
 
 

で
は
、
法
人
企
業
を
株
主
等
か
ら
独
立
し
た
企
業
実
体
（
B
宏
i
ロ
e
S
S
〉
e
n
t
i
t
y
）
と
し
て
認
識
す
る
立
場
を
採
っ
て
い
る
の
で
、
額
面
超
過
金
、
 
 

無
額
面
株
式
の
払
込
剰
余
金
、
減
資
差
益
、
合
併
差
益
の
は
か
、
法
人
と
資
本
主
と
の
間
の
取
引
に
基
か
な
い
次
に
掲
げ
る
も
の
を
も
「
そ
 
 

の
他
の
資
本
剰
余
金
」
と
し
て
資
本
剰
余
金
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
旧
企
業
会
計
原
則
注
解
7
）
。
 
 
 

①
 
会
社
更
生
及
び
整
理
等
に
基
き
生
じ
た
固
定
資
産
評
価
差
益
 
 
 

②
 
資
本
的
支
出
に
充
て
ら
れ
た
国
庫
補
助
金
（
建
設
助
成
金
）
及
び
工
事
負
担
金
 
 
 

③
 
資
本
補
填
を
目
的
と
す
る
贈
与
剰
余
金
又
は
債
務
免
除
益
 
 
 

④
 
貨
幣
価
値
の
変
動
虹
基
き
生
じ
た
保
険
差
益
等
 
 
 

こ
れ
に
対
し
、
法
人
税
法
畔
、
法
人
企
業
を
個
人
株
主
等
の
利
益
稼
得
の
た
め
め
単
な
る
集
合
体
に
す
ぎ
な
′
い
も
の
と
す
る
個
人
集
合
体
 
 

こ
．
一
五
 
 
 



二
一
六
 
 

説
（
法
人
擬
制
説
）
、
の
立
場
を
採
り
、
株
主
等
め
拠
出
資
本
を
も
っ
て
資
本
と
し
て
い
る
の
．
で
、
「
資
本
積
立
金
は
、
ノ
額
面
超
過
金
、
払
込
剰
 
 

余
金
、
減
資
差
益
金
、
合
併
差
益
金
の
う
ち
被
合
併
法
人
の
資
本
積
立
金
及
び
合
併
減
資
益
金
か
ら
成
る
部
分
の
金
額
に
限
定
さ
れ
、
法
人
 
 

と
資
本
主
と
の
間
に
生
じ
た
取
引
で
な
い
前
掲
の
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
項
目
は
、
税
法
上
は
損
益
取
引
と
さ
れ
、
益
金
の
額
に
算
入
 
 

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
畠
（
法
人
税
浩
二
二
条
二
項
）
。
 
 

一
方
、
商
法
に
お
い
て
は
、
資
本
準
備
金
と
し
て
療
立
て
が
認
め
ら
れ
る
資
本
剰
余
金
は
、
額
面
超
過
金
、
払
込
剰
余
金
、
減
資
差
益
金
 
 

及
び
合
併
差
益
金
の
四
項
目
に
限
定
さ
れ
（
商
法
二
八
八
条
の
二
）
」
 
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
起
つ
い
て
は
資
本
準
備
金
と
は
認
め
ず
 
 

（
こ
の
点
で
は
税
法
上
め
資
本
積
立
金
と
は
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
．
た
だ
し
、
合
併
差
益
金
の
処
理
に
つ
い
て
ほ
喰
違
い
が
あ
る
。
）
、
配
当
可
 
 

能
な
利
益
呼
ば
か
な
ら
な
い
と
し
て
い
を
。
 

㈲
 
資
本
取
引
の
範
囲
の
差
異
虹
関
す
る
商
法
と
企
業
会
計
と
の
調
整
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
従
来
は
、
企
業
会
計
と
商
法
及
び
税
法
と
の
間
に
ほ
資
本
取
引
の
範
囲
（
特
に
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
項
目
）
に
つ
 
 

い
て
相
当
大
幅
な
差
異
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
昭
和
四
十
九
年
の
商
法
改
正
に
伴
う
商
法
監
査
と
証
券
取
引
法
監
査
と
の
監
査
基
準
の
一
 
 

元
化
の
夢
請
か
ら
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
に
企
業
会
計
原
則
等
の
修
正
が
行
な
わ
れ
、
次
の
方
法
に
よ
り
調
整
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 

①
 
旧
・
企
敷
金
計
原
則
に
お
い
て
は
二
資
本
剰
余
金
は
、
株
式
発
行
差
金
（
額
面
超
過
金
）
、
∵
無
額
面
株
式
の
払
込
剰
余
金
、
減
資
差
益
、
 

合
併
差
益
、
▲
再
評
価
積
立
金
等
に
区
別
し
て
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
貸
借
対
照
表
原
則
四
の
白
の
B
）
と
さ
れ
て
い
た
が
、
新
 
 
 

企
業
会
計
原
則
で
は
、
「
株
式
発
行
差
金
）
（
額
面
超
過
金
）
、
無
額
面
株
式
の
払
込
剰
余
金
、
減
資
差
益
及
び
合
併
差
益
は
、
資
本
準
備
金
 
 
 

と
し
て
衰
示
す
る
。
」
（
河
）
と
し
で
、
「
再
評
価
積
立
金
等
」
を
削
除
し
、
こ
れ
に
関
す
る
注
解
1
9
で
は
、
「
剰
余
金
は
、
次
の
よ
う
に
 
 

資
本
剰
余
金
と
利
益
剰
余
金
と
に
分
れ
る
。
」
と
し
、
こ
の
う
ち
資
本
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、
「
株
式
発
行
差
金
（
額
面
超
過
金
）
、
無
額
 
 
 



面
株
式
の
払
込
剰
余
金
、
混
資
差
益
、
合
併
差
益
等
」
．
人
隊
点
筆
者
）
と
し
で
、
鳳
注
解
7
で
例
示
的
に
示
き
れ
で
い
た
前
掲
の
「
そ
の
 
 
 

阻
の
資
本
剰
余
金
」
項
目
は
削
除
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
と
す
る
考
え
方
は
残
し
て
い
る
。
 
 

②
 
こ
の
よ
う
に
、
新
企
業
会
計
原
則
で
は
、
「
そ
・
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
に
つ
い
て
は
、
資
本
剰
余
金
の
性
格
に
つ
㌧
い
て
の
従
来
の
考
え
 
 
 

方
を
残
し
っ
・
つ
、
実
務
上
は
商
法
に
合
せ
て
処
分
可
能
利
益
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
、
商
法
と
の
調
整
を
因
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 
 

新
企
業
会
計
原
則
ほ
、
「
商
抜
上
資
本
準
備
金
と
し
て
認
め
ら
れ
る
資
本
剰
余
金
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
資
本
剰
余
金
の
う
ち
、
 
 
 

資
本
準
備
金
及
び
法
律
で
定
め
る
準
備
金
で
資
本
準
備
金
に
準
ず
る
も
の
以
外
の
も
の
を
計
上
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
他
の
剰
余
金
の
区
 
 
 

分
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
」
（
注
解
2
㈲
）
と
乱
べ
、
▼
昏
借
計
照
表
の
表
示
に
‥
つ
い
て
は
、
「
剰
余
金
は
、
資
本
準
備
金
、
利
益
準
 
 
 

備
金
及
び
そ
の
他
の
剰
余
金
に
区
分
し
て
熟
談
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
貸
借
対
照
表
原
則
四
の
臼
の
B
）
と
し
、
「
そ
の
他
の
剰
余
 
 
 

金
の
区
分
に
は
、
 

「
そ
の
他
の
剰
余
金
」
の
内
訳
項
目
と
し
て
、
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
の
項
目
を
設
け
、
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
は
、
「
資
本
準
備
 
 
 

金
及
び
法
律
で
定
め
る
準
備
金
で
資
本
準
備
金
に
瞥
ず
る
も
の
以
外
の
賢
本
剰
余
金
で
あ
っ
て
、
株
主
総
会
の
承
認
を
得
て
環
立
て
ら
れ
 

た
‥
も
の
を
い
う
。
」
と
し
て
、
具
体
的
に
財
務
諸
表
に
お
け
る
表
示
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 
 

③
 
従
÷
‥
て
、
「
そ
の
他
め
資
本
剰
余
金
」
項
目
ほ
、
そ
れ
が
発
生
し
た
事
業
年
度
に
お
い
て
ほ
、
損
益
計
算
書
の
純
損
益
計
算
の
部
の
 
 

「
特
別
利
益
」
に
計
上
し
、
・
「
当
期
純
利
益
」
友
び
「
当
期
末
処
分
利
益
金
」
に
含
め
て
蓉
ボ
計
れ
る
こ
．
と
ど
な
り
、
－
そ
の
後
株
主
癒
会
 
 
 

の
承
認
を
得
て
積
立
て
ら
れ
た
場
■
合
に
の
み
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
と
し
で
貸
借
対
照
表
の
資
本
孤
部
の
「
そ
町
他
の
剰
余
金
」
侃
 
 
 

内
訳
項
目
に
表
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
産
意
積
立
金
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
㌢
の
で
あ
る
。
 
 

な
お
、
↓
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
と
し
て
の
処
理
ほ
強
制
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
斗
ま
た
、
・
貸
借
対
照
表
に
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
 
 

二
一
七
 
 
 



ニ
ー
入
 
 
 

金
」
と
し
て
東
京
き
れ
る
頑
ぼ
′
、
庭
の
轟
生
し
た
事
業
年
度
よ
が
も
後
の
事
欝
年
度
だ
ず
れ
ぎ
ー
と
と
な
る
。
 

企
業
会
計
上
の
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
に
つ
い
て
、
企
業
会
計
原
則
等
は
以
上
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
商
法
と
の
調
整
を
囲
っ
た
結
 
 

果
、
従
来
生
じ
て
い
た
資
本
取
引
の
範
囲
の
相
違
に
よ
る
企
業
利
益
と
課
税
所
得
と
の
差
異
は
、
合
併
差
益
の
処
理
を
除
き
実
務
的
に
ほ
一
 
 

応
解
消
さ
れ
た
と
い
う
て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、
理
論
的
に
は
企
業
会
計
上
の
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
に
対
す
る
態
度
に
は
、
な
お
割
り
 
 

（
注
1
）
 
切
れ
な
い
も
め
が
残
っ
て
い
る
。
 
 
 

㈹
 
無
償
取
称
賛
産
の
貸
借
対
照
表
価
額
 
 
 

無
償
せ
取
得
し
た
資
産
の
取
得
原
価
に
つ
い
て
企
業
会
計
原
則
は
、
「
贈
与
そ
の
他
無
償
で
取
得
し
た
資
産
に
つ
い
て
は
、
公
正
な
評
価
 
 

（
注
2
）
 
 

額
を
む
・
丁
て
取
得
原
価
と
す
る
。
」
（
貸
借
対
照
表
原
則
五
の
F
」
と
し
、
「
時
価
等
を
基
準
と
し
て
公
正
に
評
価
し
た
額
」
を
も
っ
て
そ
の
 
 

取
得
価
額
と
す
る
と
と
と
し
て
い
る
点
旧
企
業
会
計
原
則
で
は
「
贈
与
に
よ
っ
て
固
定
資
産
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
公
正
な
評
価
額
に
よ
 
 

る
。
」
と
し
て
、
・
「
固
定
資
産
」
に
限
定
し
て
い
た
が
、
必
ず
し
も
固
定
資
産
に
限
定
す
る
必
要
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
新
企
業
会
計
原
則
 
 

ほ
前
記
の
と
お
り
単
に
「
資
産
」
と
改
め
、
す
べ
て
の
資
産
に
つ
い
て
適
正
時
価
に
よ
を
経
理
を
要
求
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
 
 

だ
し
、
無
形
固
定
資
産
特
に
営
業
権
に
つ
い
て
は
商
法
第
二
八
五
条
の
七
の
規
定
に
合
せ
る
意
味
で
、
有
償
取
得
の
場
合
に
限
り
、
そ
の
対
 
 

価
の
額
を
も
っ
て
取
得
原
価
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
無
形
固
定
資
産
に
つ
い
て
は
、
当
該
資
産
の
取
得
の
た
め
に
支
出
し
た
金
額
か
 
 

ら
減
価
償
却
累
計
額
を
控
除
し
た
価
額
を
も
っ
て
貸
借
対
照
表
価
額
と
す
る
。
」
（
貸
借
対
照
表
原
則
五
の
E
）
と
し
、
そ
の
注
解
2
5
で
は
、
 
 

「
営
業
権
ほ
、
有
償
で
譲
受
け
又
は
合
併
に
よ
っ
て
取
得
し
た
も
の
に
限
り
貸
借
対
照
表
に
計
上
し
、
毎
期
均
等
額
以
上
を
償
却
し
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
ノ
い
。
」
 
と
し
て
い
る
。
 
 

右
の
貸
借
対
照
表
原
則
五
の
E
は
無
形
固
定
資
産
一
般
に
つ
い
て
有
償
取
得
の
場
合
に
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
商
法
上
無
償
取
得
資
 
 
 



産
の
硬
得
価
額
に
つ
い
て
明
文
の
競
走
が
な
く
、
無
償
取
得
資
産
に
つ
い
て
は
取
得
価
額
自
体
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
貸
借
対
照
表
 
 

（
注
3
）
 
 

の
資
産
の
部
に
計
上
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
の
で
、
前
記
の
よ
う
に
定
め
、
無
形
固
定
資
産
の
う
ち
資
産
性
の
乏
 
 

し
い
営
業
権
に
つ
い
て
は
、
特
に
商
法
第
二
八
五
条
の
七
と
同
趣
旨
の
注
解
を
付
し
商
法
と
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
 
 

企
業
会
計
上
は
無
形
固
定
資
産
の
無
償
取
得
は
す
べ
て
簿
外
資
産
と
す
る
の
で
は
な
く
、
営
業
権
を
除
い
て
は
一
般
原
則
（
貸
借
対
照
表
原
 
 

則
五
の
F
）
に
よ
っ
て
適
正
時
価
に
よ
り
計
上
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
武
田
昌
輔
教
授
は
、
「
そ
の
資
産
が
営
業
権
 
 

の
よ
う
に
（
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
で
は
な
い
が
）
、
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
も
の
で
あ
れ
ば
別
と
し
て
、
特
許
権
、
あ
る
い
は
タ
ク
シ
ー
の
ナ
 
 

ン
バ
ー
権
の
よ
う
に
明
確
な
価
値
を
有
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
は
、
他
の
資
産
と
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
計
上
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
ご
 
 
 
 
 
 
 
 
（
注
 

こ
の
よ
う
に
、
無
償
取
得
資
産
の
取
得
価
額
に
つ
い
て
は
、
営
業
権
を
除
き
時
価
等
を
基
準
と
し
て
公
正
に
評
価
し
た
額
を
も
っ
て
そ
の
 
 

取
得
原
価
と
す
る
と
い
ラ
の
が
一
般
に
認
め
ら
れ
た
会
計
慣
行
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

（
注
1
）
 
税
経
通
信
三
一
巻
五
号
 
特
集
「
特
別
損
益
項
目
の
税
務
会
計
処
理
」
 
中
村
利
雄
稿
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
項
目
」
一
二
八
貫
 
 

（
注
2
）
 
「
企
業
会
計
原
則
と
関
係
語
法
令
と
の
調
整
に
関
す
る
適
統
意
見
書
第
三
」
の
第
一
の
四
の
5
 

（
注
3
）
 
無
償
取
得
資
産
の
取
得
価
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
釈
が
次
の
三
つ
に
分
れ
て
い
る
（
武
田
昌
輔
著
「
新
企
業
会
計
と
税
法
」
一
五
六
貢
）
。
 
 

川
 
無
償
取
得
資
産
に
つ
い
て
も
商
法
第
三
四
壁
一
号
の
虎
定
の
適
用
が
あ
り
、
財
産
目
録
や
貸
借
対
照
表
の
取
得
価
額
を
穿
と
す
る
三
善
 
 

田
昂
、
味
村
治
、
石
井
照
久
）
 
 

㈹
 
無
償
取
得
資
産
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
公
正
な
評
価
額
を
付
し
、
こ
れ
を
取
得
価
額
と
し
て
減
価
償
却
を
す
る
。
（
田
中
誠
二
、
並
木
俊
 
 

訝
）
 
 

川
 
商
法
は
も
と
も
と
無
償
取
得
資
産
に
つ
い
て
な
ん
ら
親
定
し
て
い
な
い
の
で
、
健
全
な
企
業
会
計
の
慣
行
に
ょ
り
評
価
す
る
。
無
形
固
定
 
 

4
 
 

と
述
べ
て
い
る
 
 

資
産
の
 
 

D
、
E
、
矢
沢
惇
）
 
 
 



m
 
資
産
の
無
償
譲
受
け
及
び
債
務
の
免
除
等
に
よ
る
収
益
 
 
 

資
産
を
無
償
で
譲
ヤ
受
け
た
場
合
紅
ほ
、
㌧
当
該
資
産
に
つ
い
て
は
∵
」
れ
を
時
価
（
再
取
得
価
額
）
相
当
額
で
受
け
入
れ
る
（
法
人
税
法
 
 

施
行
令
三
二
条
毒
四
号
二
二
八
条
表
五
号
、
五
四
条
一
項
七
号
）
L
と
も
革
、
そ
め
譲
受
け
紅
よ
る
収
益
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
実
現
 
 

し
た
収
益
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
‥
と
と
し
て
い
る
．
（
法
人
税
準
三
条
二
項
）
？
す
な
あ
ち
、
税
法
せ
ほ
、
受
贈
益
に
．
つ
い
て
は
 
 

受
贈
さ
れ
た
資
産
の
魯
掛
を
問
あ
ず
、
そ
の
受
贈
の
あ
っ
た
時
点
の
収
益
‥
ど
み
て
益
金
の
額
忙
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

首
た
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
撃
一
項
の
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
」
・
は
資
本
等
取
引
以
 

免
除
に
…
よ
る
利
益
（
債
務
免
除
益
）
も
そ
の
免
除
さ
れ
た
債
務
の
金
額
相
当
額
が
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

鍵
d
て
、
会
計
理
論
上
は
資
本
取
引
と
さ
れ
る
国
庫
補
助
金
（
建
設
助
成
金
）
及
び
土
事
負
担
金
等
¢
受
贈
金
、
資
本
禰
て
ん
を
目
的
と
 
 

す
五
億
務
免
除
益
等
の
「
そ
の
時
の
資
本
剰
余
金
」
項
目
も
税
法
上
ほ
損
益
取
引
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
ご
と
と
な
聖
 
 
 

二
9
方
、
交
付
を
受
け
た
国
庫
補
助
金
等
又
は
工
事
負
担
金
に
よ
り
固
定
資
産
を
顎
得
た
じ
場
合
紅
は
、
会
計
上
い
わ
ゆ
る
交
換
取
引
で
あ
 
 

り
、
緬
資
産
減
少
の
事
実
は
生
じ
て
い
な
い
の
で
当
然
に
は
損
金
軋
額
を
構
成
し
な
い
り
し
か
し
、
∵
一
こ
れ
・
ら
の
収
益
（
受
贈
益
）
に
一
時
に
 
 

課
税
す
る
と
き
ぽ
、
目
的
資
産
町
歌
得
な
い
し
補
助
金
の
効
果
を
阻
害
し
、
粛
は
担
税
面
か
ら
み
て
酷
と
怒
る
。
そ
こ
で
 

助
金
等
又
■
は
エ
事
象
担
金
貯
よ
り
目
的
資
産
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、
聴
に
「
別
段
の
定
竺
∴
に
よ
り
固
定
賢
産
の
取
得
価
額
を
受
贈
益
相
 
 

当
取
だ
け
圧
縮
し
で
記
帳
し
又
は
特
定
引
当
金
と
し
で
経
理
す
竺
〕
ど
を
詠
め
（
法
人
税
法
四
三
条
、
四
五
条
）
、
課
税
の
延
期
を
図
る
こ
 
 
 

（
注
4
）
 
音
国
±
郎
、
武
田
昌
輔
著
「
法
人
税
法
人
盤
論
篇
｝
」
土
七
主
亙
 

2
 
税
務
上
の
取
扱
い
 
 



と
と
し
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
会
社
の
整
理
、
和
議
竺
定
の
事
実
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
役
員
、
株
主
等
か
ら
私
財
の
提
供
を
受
け
又
は
債
権
者
か
ら
債
務
の
 
 

免
除
を
受
け
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
私
財
提
供
益
又
ほ
債
務
免
除
益
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に
課
税
す
る
と
法
人
の
資
産
整
理
（
企
業
再
建
）
 
 

を
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
「
別
段
の
定
め
」
に
よ
り
繰
越
控
除
の
対
象
と
な
ら
な
い
欠
損
金
額
を
埋
め
終
る
ま
で
は
課
税
し
な
い
こ
と
 
 

と
さ
れ
て
い
る
（
同
五
九
条
）
。
 
 

（
注
l
）
 
 
な
お
、
∵
「
無
償
紅
よ
る
資
産
の
譲
受
け
」
に
は
、
資
産
の
低
額
譲
受
け
も
含
ま
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
従
っ
て
1
法
人
が
資
産
を
時
価
 
 

に
比
し
で
低
い
価
額
で
取
得
し
た
場
合
忙
お
い
て
、
時
価
と
譲
受
価
額
と
の
差
額
が
当
事
者
間
紅
串
け
る
贈
与
の
実
質
を
有
す
る
も
の
と
認
 
 

め
ら
れ
る
と
き
は
、
議
受
価
額
に
そ
の
贈
与
を
受
け
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
部
分
の
金
額
を
加
算
し
た
金
額
が
当
該
資
産
の
取
得
価
額
と
な
 
 

り
、
そ
の
贈
与
部
分
の
金
額
が
受
贈
益
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

側
 
役
務
の
無
償
受
入
れ
に
よ
る
収
益
 
 
 

洛
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
で
は
、
定
厳
に
よ
る
役
務
の
提
供
を
し
た
場
合
に
ほ
、
ぞ
の
役
務
の
提
供
に
係
る
収
益
の
額
が
益
金
の
額
 
 

に
象
入
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
道
に
無
償
で
役
務
の
提
供
を
受
ゆ
た
場
合
軋
は
、
そ
の
受
入
れ
た
経
済
的
利
益
の
額
が
 
 

収
益
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
こ
で
、
役
務
の
無
償
受
入
れ
に
ょ
る
利
益
を
益
金
の
額
に
算
入
す
 
 

べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
怒
る
。
 

思
う
に
、
無
償
に
よ
る
役
務
み
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
事
業
活
動
に
阻
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
・
そ
の
受
入
れ
に
よ
る
 
 

経
済
漁
利
益
の
額
は
企
巣
活
動
と
と
も
に
経
営
成
果
と
し
て
企
業
利
益
に
含
ま
れ
て
く
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
課
税
上
考
慮
す
る
必
要
が
な
 
 

い
こ
と
か
ら
ハ
特
町
規
定
し
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
役
務
の
提
供
の
一
 
 
 



例
え
ば
、
五
〇
〇
万
円
の
融
資
を
受
け
、
通
常
の
金
利
を
年
一
割
と
す
れ
ば
、
有
償
の
場
合
に
は
、
年
五
〇
万
円
の
支
払
利
子
が
生
じ
、
 
 

こ
れ
が
損
金
の
額
に
算
入
さ
れ
る
の
に
対
し
、
無
償
融
資
の
場
合
に
は
利
子
の
支
払
ほ
生
じ
な
い
か
ら
有
償
の
場
合
の
牛
五
〇
万
円
相
当
額
 
 

の
支
払
利
子
が
節
約
さ
れ
∵
有
償
の
場
合
に
比
し
七
五
〇
万
円
だ
け
課
税
所
得
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
仮
に
無
償
 
 

融
資
に
よ
を
経
済
的
利
益
の
額
（
受
贈
益
）
五
〇
万
円
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
と
す
れ
ば
、
同
額
を
経
済
的
利
益
の
額
に
見
合
う
原
価
 
 

（
支
払
利
子
）
と
し
て
損
金
の
額
に
算
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
受
贈
益
と
支
払
利
子
と
の
両
 
 

建
処
理
を
省
略
し
て
、
無
償
融
資
町
よ
る
経
済
的
利
益
は
課
税
所
得
の
計
算
上
考
慮
外
に
置
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
の
点
に
つ
き
税
制
調
査
会
の
「
所
得
税
法
及
び
法
人
税
法
の
整
備
に
関
す
る
答
申
」
 
（
昭
和
三
八
年
一
二
月
）
は
、
次
の
と
お
り
述
べ
 
 

て
い
る
。
 
 
 

「
債
務
免
除
益
又
は
低
利
の
融
資
に
よ
ふ
特
別
▲
の
利
益
軋
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
事
業
上
の
取
引
忙
関
し
て
生
じ
た
と
き
は
、
所
得
計
算
 
 

上
の
論
理
と
し
て
、
事
業
所
得
の
中
に
含
ま
れ
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
他
の
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
贈
与
に
よ
る
所
得
と
み
ら
れ
 
 

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
ょ
っ
て
、
課
税
所
得
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
低
利
の
融
資
に
つ
い
 
 

て
は
、
市
場
金
利
し
た
が
っ
て
利
益
の
認
定
も
困
難
で
あ
る
の
で
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ッ
ド
・
イ
ソ
カ
ム
一
般
の
考
え
方
に
し
た
が
っ
て
、
特
に
 
 

対
価
の
性
質
を
有
す
る
も
の
■
「
（
た
と
え
ば
借
地
権
の
対
価
）
を
除
い
て
は
、
課
税
所
得
計
算
上
考
慮
し
な
い
こ
と
と
す
る
の
が
適
当
と
考
え
 
 

ら
れ
驚
」
 
（
第
二
 

役
務
の
無
償
受
入
れ
に
よ
る
収
益
の
計
上
の
要
否
に
つ
い
て
、
企
業
会
計
上
特
に
論
ぜ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
▼
ま
た
、
観
法
上
も
特
に
規
定
が
 
 

設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
以
上
検
討
し
た
よ
う
な
趣
旨
に
ょ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
 
 
 

次
の
と
ぉ
り
で
あ
る
。
 
 



㈲
 
資
産
の
無
償
蔑
受
け
等
に
よ
る
収
益
と
公
正
処
理
基
準
と
の
関
係
 
 
 

以
上
枚
討
し
た
結
果
、
法
人
税
法
琴
一
十
二
条
第
二
項
の
取
引
の
例
示
中
「
無
牒
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
そ
の
他
の
裾
引
」
に
係
る
部
分
 
 

（
そ
の
他
の
取
引
に
つ
い
て
ほ
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
と
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
・
は
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
の
企
業
会
計
 
 

原
則
等
の
修
正
を
境
と
し
て
、
そ
望
刑
後
で
そ
の
性
格
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
企
募
金
計
原
則
等
の
修
正
前
は
、
資
本
取
引
の
範
囲
特
に
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
項
昆
に
つ
い
て
企
業
会
計
と
税
法
と
 
 

の
間
に
大
幅
な
喰
違
い
が
生
じ
て
い
た
の
で
、
企
業
会
計
上
資
本
取
引
と
さ
れ
る
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
項
目
で
あ
っ
て
も
税
法
上
ほ
 
 

挽
盗
聴
引
に
係
る
収
益
と
し
て
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
を
特
に
定
め
た
も
の
と
解
ざ
れ
、
従
っ
て
、
こ
の
部
分
に
り
い
て
ノ
は
同
条
第
四
 
 

項
の
公
正
処
温
基
準
の
規
定
の
適
用
ほ
な
か
つ
た
も
の
．
と
い
キ
こ
」
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
企
業
会
計
原
則
等
の
修
正
後
は
、
前
述
の
と
お
 
 

り
、
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
に
づ
い
て
ほ
、
資
本
剰
余
金
の
性
格
に
つ
い
て
の
従
来
ど
お
り
の
考
え
方
を
残
し
っ
つ
、
実
務
上
は
商
法
 
 

に
合
せ
て
処
分
可
賠
利
益
と
し
て
当
耕
純
利
益
に
含
め
誉
」
と
と
し
て
調
整
を
囲
っ
た
結
果
、
従
来
生
じ
て
い
た
資
本
額
引
の
範
囲
の
相
違
 
 

に
よ
る
企
業
利
益
と
瓢
秘
所
待
と
の
差
異
は
、
原
則
と
し
て
解
滑
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
こ
の
部
分
の
規
定
は
、
従
来
の
企
業
会
計
 
 

上
の
処
盟
に
対
す
み
税
務
上
の
特
別
の
定
め
か
ら
単
な
る
例
示
的
な
定
め
に
性
格
の
変
更
を
来
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
同
条
第
四
項
の
公
正
 
 

処
．
理
基
準
の
敗
走
の
適
用
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
注
1
）
 
法
人
税
基
本
道
連
七
－
五
1
一
捕
参
照
 
 

な
お
、
低
額
取
得
の
例
で
あ
る
有
利
発
行
に
係
る
払
込
に
ょ
り
取
得
し
た
有
価
証
券
に
つ
き
、
そ
の
払
込
期
日
に
お
け
る
時
価
を
取
得
価
 
 

額
と
す
る
ご
と
と
し
て
い
る
（
法
人
税
法
施
行
令
三
八
粂
一
項
二
号
）
の
は
、
そ
の
有
価
証
券
の
時
価
と
払
込
金
額
と
の
差
額
は
受
贈
益
と
 
 

し
て
益
金
の
額
に
算
入
す
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
 
 
 



む
 
す
 
び
 
 

以
上
、
落
人
私
法
第
二
十
二
条
第
二
琴
町
野
本
等
取
引
以
外
の
取
引
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
未
だ
「
一
般
に
公
正
妥
当
 
 

と
認
め
ら
れ
る
会
計
処
理
の
基
準
」
▼
が
確
立
し
て
い
な
い
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
は
役
務
の
提
供
」
に
係
る
収
益
及
び
企
業
会
計
と
 
 

牡
問
に
思
考
町
差
異
が
あ
る
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
」
に
係
る
収
益
に
つ
い
て
、
同
条
第
四
項
の
公
正
処
理
基
準
と
関
連
づ
け
て
、
 
 

そ
の
解
釈
通
好
の
問
題
を
中
心
に
検
討
し
一
応
の
結
論
を
導
い
て
き
た
。
 
 
 

そ
れ
に
よ
る
む
、
患
ず
、
「
無
償
に
よ
を
資
産
の
譲
渡
又
は
役
務
の
提
供
」
に
係
る
部
分
は
、
単
な
る
例
示
で
は
な
く
、
企
業
会
計
上
の
 
 

基
準
が
未
だ
確
立
し
て
い
な
い
た
賢
し
税
務
上
は
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
等
に
よ
っ
て
も
収
益
が
生
ず
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
特
別
の
 
 

＋
 
定
め
を
し
た
も
の
で
あ
れ
、
従
っ
て
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
公
正
処
理
基
準
の
規
定
の
適
用
は
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
J
そ
し
て
、
こ
の
 
 

無
償
忙
よ
る
資
産
の
譲
渡
各
に
よ
る
収
益
の
認
識
計
上
と
当
該
収
益
の
処
分
と
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
及
び
当
該
収
益
の
認
識
計
 
 

上
と
同
族
会
社
の
行
為
又
ぼ
計
算
の
否
認
規
定
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
 
 
 

次
に
、
．
「
無
償
に
キ
る
資
産
の
譲
受
け
そ
の
他
の
取
引
」
に
係
る
部
分
（
そ
の
他
の
取
引
に
つ
い
て
は
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
と
さ
 
 

れ
る
も
濯
限
る
。
）
は
、
画
和
四
十
九
年
八
月
の
企
業
会
計
原
則
等
玖
修
正
を
境
と
し
て
そ
の
前
後
で
規
定
の
性
格
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
 
 

も
の
と
解
さ
れ
宅
す
な
わ
ち
、
遍
正
前
は
企
業
会
計
上
資
本
取
引
と
さ
れ
て
い
た
「
そ
の
他
の
資
本
剰
余
金
」
項
目
で
あ
っ
 

は
損
益
取
引
に
係
る
収
益
 

同
株
、
公
正
処
理
基
準
の
規
定
町
適
用
は
な
か
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
が
、
修
正
後
は
従
来
生
じ
て
い
た
資
本
取
引
の
範
囲
の
相
違
に
よ
る
 
 
 



企
業
利
益
と
課
税
所
得
と
の
差
異
は
殆
ん
ど
解
消
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
従
来
の
企
業
会
計
に
対
す
る
税
務
上
の
特
別
の
定
め
か
ら
 
 

単
な
る
例
示
的
な
定
め
に
性
格
を
変
更
し
、
従
っ
て
、
公
正
処
理
基
準
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
 
 
 

そ
の
結
果
、
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
益
金
の
額
に
算
入
す
べ
き
収
益
の
額
の
範
囲
に
関
す
る
例
示
取
引
の
う
ち
企
業
会
計
に
対
 
 

す
．
る
税
務
上
石
特
即
の
定
め
を
し
た
も
の
、
従
っ
て
、
公
正
処
理
基
準
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
は
、
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
は
 
 

役
務
の
提
供
」
の
み
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
に
税
務
上
は
「
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
又
ほ
役
務
の
提
供
」
に
よ
っ
て
も
収
益
が
生
ず
る
こ
と
が
明
ら
か
に
ぎ
 
 

れ
て
い
る
が
ぎ
該
収
益
の
測
定
尺
度
に
つ
い
て
は
何
等
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
当
該
取
引
を
例
示
し
た
趣
旨
及
び
当
該
取
引
に
よ
る
収
益
 
 

の
処
分
形
態
の
一
つ
で
あ
る
給
与
及
び
寄
付
金
に
関
す
る
「
別
段
の
定
め
」
を
総
合
し
て
考
察
す
れ
ば
、
当
該
資
産
の
譲
汲
の
時
に
お
け
る
 
 

価
額
又
は
当
該
役
務
の
提
供
の
時
妃
お
け
る
価
額
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
、
当
該
取
引
に
よ
る
収
益
の
額
は
、
そ
 
 

れ
ぞ
れ
そ
の
時
価
に
よ
り
測
定
す
べ
き
も
の
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
人
の
課
税
所
得
 
 

計
算
の
構
造
に
関
す
る
理
解
及
び
企
業
会
計
の
知
識
の
未
熟
な
一
部
の
法
律
学
者
等
か
ら
、
企
業
会
計
上
の
基
準
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
 
 

を
奇
貨
と
し
て
、
「
資
産
の
無
償
譲
渡
に
よ
サ
て
は
収
益
は
発
生
せ
ず
、
従
っ
士
、
所
得
税
法
第
五
十
九
条
の
如
き
「
み
な
し
譲
渡
」
の
規
 
 

定
が
な
い
限
り
、
当
該
議
渡
に
よ
る
収
益
を
益
金
の
額
に
算
入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
と
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
こ
れ
 
 

ら
の
主
張
に
よ
る
納
税
者
と
税
務
官
庁
と
の
紛
争
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
及
び
無
償
に
よ
る
資
産
の
藤
波
等
に
係
る
部
分
ほ
企
業
会
 
 

計
払
対
す
∧
る
執
務
上
の
特
別
の
定
め
を
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
、
当
該
取
引
に
よ
か
収
益
の
測
定
基
準
を
明
ら
か
転
す
る
こ
と
は
意
挙
 
 

が
 

例
え
ば
、
二
第
二
項
▲
匹
規
定
す
許
無
鍵
匹
よ
浄
資
産
め
顔
渡
文
ほ
役
務
の
提
供
匿
係
冷
奴
益
軒
繹
匝
∵
当
該
資
産
抄
控
の
顔
渡
わ
時
に
鱒
け
 
 

二
二
五
 
 
 



二
二
六
 
 

郎
鳳
野
鼠
軋
鄭
訝
彿
線
榔
宥
榔
線
簡
榔
嘩
軋
－
呵
研
創
価
簡
町
暑
懲
〕
≧
ど
矧
愚
弟
刹
封
、
む
細
裂
郵
〕
 

る
。
 
 
 

他
方
、
「
無
倣
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
」
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計
で
は
無
償
取
得
資
産
は
こ
れ
を
適
正
時
価
で
受
け
入
れ
 
 

る
こ
と
と
し
一
応
の
基
準
が
確
立
し
て
お
り
、
税
務
上
も
法
人
税
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
損
金
の
額
に
算
入
す
る
売
上
原
価
、
 
 

静
渡
原
価
、
廃
却
賛
の
金
額
の
算
定
の
基
藤
と
な
る
取
得
価
額
と
し
一
て
法
律
の
委
任
に
よ
り
（
法
人
税
法
二
九
条
上
二
二
条
）
、
政
令
に
お
 
 

い
て
無
償
取
得
資
産
の
硬
得
価
額
は
当
該
資
産
の
時
価
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
（
法
人
私
法
施
行
令
三
三
粂
一
項
、
三
八
森
 
 

一
項
、
五
四
条
一
項
）
、
し
か
も
へ
無
併
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
等
の
場
合
に
は
、
ま
ず
収
益
の
額
を
確
定
し
た
後
に
そ
の
処
分
が
決
定
さ
れ
 
 

る
の
に
対
し
、
無
隊
に
よ
る
資
産
の
読
受
け
の
場
合
に
ほ
、
ま
ず
当
該
資
産
の
受
入
価
額
（
取
得
価
額
）
を
確
定
し
た
後
に
こ
れ
に
対
応
す
 
 

る
収
益
（
受
贈
益
）
が
把
撞
さ
れ
る
関
係
に
あ
り
、
従
っ
て
、
無
僚
取
得
資
産
の
取
得
価
額
が
右
規
定
に
よ
り
確
定
す
れ
ば
、
自
動
的
に
資
 
 

産
の
無
償
譲
受
け
に
よ
る
収
益
が
把
握
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
現
行
競
走
で
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

な
お
、
今
後
の
方
向
と
し
て
は
、
企
業
会
計
に
お
い
て
未
だ
基
準
の
確
立
し
て
い
な
い
無
償
に
よ
る
資
産
の
訣
渡
等
及
び
一
応
の
基
準
が
 
 

あ
る
も
の
の
こ
れ
が
す
べ
て
の
資
産
に
つ
い
て
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
無
償
に
よ
る
資
産
の
譲
受
け
に
つ
い
て
 
 

早
急
に
そ
の
基
準
の
確
立
な
い
し
明
確
化
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
基
準
の
確
立
な
い
し
明
確
化
さ
れ
た
段
階
で
税
法
は
こ
れ
を
受
け
 
 

て
、
税
法
の
目
的
に
照
ら
し
こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
規
定
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
必
要
 
 

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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